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重要なお知らせ 

このユーザーズガイドに含;tれる情報は事*にお知らせすることなしに変更される場舍があります。 

本«品ならびにソフトウェアおよびマニュアルを運用した18果のMPについてはいっさい寅任を負い 
かねますのでご了承ください。 

本#拙およぴソフトウェアの仕樣は予告なしに奕*することがありますs 

版推についてのお知らせ 

本ガイドのすべての内容は*作格によって保*されています0本害の内容の一部または余部を、mm 

でis®することは祭じられています。 

Copyrl^hreim 1SHM侏式会社ソーテ，ク 

神奈川*憤浜市中区太田町‘55 

横浜馬眾道ビル 

♦ガイドにおいて说明されている各ソフトウェアはライセンスあるいはロイヤリチイ興杓のもとに供 

轮されています。ソフトウェアおよびそのマニ;！アルは、そのソフトウェアライセンス契的にもとづ 

トウェ 

窨紀載の管理黃任音の瞀现のもとでのみ使用することができます。それ以nの場&は当b[ソフ 

ア供給分社の承»なしに年断で®用することはできません众 

Mioowrt - MS-DOS - Vcrsion6.2/V, 5.CW は、米Bマイク ロソフト社の です。以下 MS»DOS と 

S鵡します。 

Micro*of\-Windows TWVmioaM は、米 H マイク〇ソフト社の fi»*» です。以 FMkrao* Windows 

又はWirnk)^と省略します〇 

SyMcinSoftは米团システムソフト社のB録商標です♦ 

Mwiimizer, Any Key Resume. CARDSOFTは、米Hシステムソフト社のB»»供です0 

PS/2は米国IBM社の盆辞商霈です。 

PCMCIAは米WPCMCIA杜の褒氰です0 

SLJ1ンハンストI486DX4は康困インチル社〇«»»螵です。以下DX4と*略します〇 

StkkPbimcraアルブスK気味式会ttのBOfft «です。 



CONTENTS 

このセクシヨンでは 
WinBook ProCD標準機能 

WinBook Proに含まれるもの 

システムソフトウェア 5 

■MS-DOS_5 
■Microsoft Windows. .5 
■Microsoft SNofks. .6 

取り扱い上の注意 7 

さ35、はじめましよラ 9 

本文中の表記について 10 

困ったときには 11 

First Step 

コンピュータの開け閉め 14 

■コンピュータを两ける. .14 
■コンピュータを閉じる. .15 

WinBook Prog部の外«说明 16 

■左前から. .16 
■右前から. .21 
■後ろ右から. ...22 
■底面?^. 
■«辺装置へのttKffi. .^.24 

スティックポインタ 26 

■スティックポインタの技定. .26 

«源 27 



マイク□コンビュータシステムについて 28 

コンピュータをスタートさせる 29 

■ここで必鋈なちの-29 

■ACアダプタの摻雄_29 

■ACアダプタOtt様_ 30 

■コンビュータの電源を入れる-  30 

■*»情««よむ、バックアップ％®る 

■内部カレンダ、時針をKttEする_ 

コンピュータをリセットする 33 

ディスクドライプ 
八ードティスクドライブ 36 

■ハードディスク€取り外す-36 

■ハードディスクドライブを取り外すには. ..36 

_ ■ハードディスクドライブを(S着する.一….r 

フロッビーディスクドライブ 38 

■フ□ッビーディスクの取り扱I、方_ 38 

■データ書#込みを#止する.38 

■フロッピーディスクのFDDへの出し入れ.   39 

■ 3モードFD0の使用方法-40 

キーポード 
キーボードの各部 42 

■ファンクシヨンキー（F1“.F12> _   "”《42 

■文字入 A + -_   42 

■カーサキー 42 

■ f ⑽の+ -.43 

キーボードを使う 44 

■文字入*H-44 

■纗篥本一-44 

■シフトキーなど_45 

トグ **••••"•••"••••一 



■ファンクシ3ンキ_...-.47 

■ ....47 

エンべデッドキーを使う 48 

システムフアンクシヨンキー（システム制»キー） 49 

■システムコンフイグレーシaン 
フーマネージメント.. 

■クロックスビードの道択. 

■サウンド8量IS整——. 

■表示切り替え- 

49 
49 
49 

.50 

51 

■文字をタイプするには_51 

■かな入力のしかた...•••••"62 

■ ローマ字入力のしかた- 64 

■漢字を入力する-56 

■ 3-KA*^-K_  56 

バッテリ 
パッテリで動作させる 

■バツテIJノtツクを充霉する. 58 
■充霣 LED.58 
_/<ツテリytツクの充货モート_____&8 

■バッテリの放電の状鏽t知る.59 
■バツテリのパワーを節約する_  ….59 

■サスペンド•レジュー厶機を使う-60 
■バツテ”パックを交換する_  ..60 

システムコンフィグレーシヨン 
システムコンフイグレーシヨンについて 64 

システムコンフィグレーションをスタートさせる 65 

ノメーュー〉 

，スサブメニュー） 

•65 
•67 
.69 





トラプルとその対策 

イ ^1/チをれTT*動なV、•••《•»«•»«••••••»«••«••«••••••»«•»•«•••«•»••••••••»«•»« 

■面面に何も表示されない、または、見にくい…. 

ILI^ 0^ * ••••••••舞争參《»•舞•♦••争••争«參争《»««争«•••争》«••嬸，•讀•♦鑄，••，•舞••镛争•曹费••费•螬，« 

■フロッビーデイスクの内容が嫌み香きできない_ 

■押したキーと遣ラ文字が》示される_ 

■カーソルが動かず涵面が移動する_ 

■いきなり圓函が消えた_ 

... 
■外部マウスが齡作しない. 

■ビープ音が_つている. 

■表示される日付や時衮|が正しくない_ 

■充霉表示用LEDが点灯しない--- 

■サスペンド/レジュームで羹ない 

こんなことをしたい 
システム全体 104 

■スピーカの裔置を明節したい_104 

■スピーカから音が出ないよラにしたい_104 

■サスペンド•レジューム機能を使いたい.  104 

■サスペンド•レジューム機能を使いたくない.104 

04 

06 



START 
このセクシ3ンでtt 

•このセクションでは 
• WinBook Proの標准霈能 

• WinBook Proシステムに含求れているもの 

•取り抜い上の注廉 

•ffあ.はじめましよ3 

•ガイドの使い方 

•困つたときには 

ソーテックWinBook Pro]ンビュータをお!！い上げいただきまこと 

にありがとうございました。ソーテックWn800kfVoコンピュータ 

iiデスクトップコンピュータに匹*する礦能€A4サイズの中に*!* 

した•コンパクトで多««なノートブックコンピュータです* 

このガイドは•ノーテックWinBook Proコンピュータをどのように侵 

い、艚袴するかについてK明しています。コンピュータtご使用に 

なる(Wにどうぞ最初のセクションt注*深くお！*みください。この 

セクシ！Iンの终りにはこのガイドの残りの部分でカバーしている各 

*目(こついて*あなたの«験の*含に応じてどのように邋めばよい 

かのK明があります。 



VWnSookProの標準機能 

• 4«6DX4マイクロブロセフサ搭敏 
•内*RAMは鳔準SNfB 

• 32ビットローカルパス接狭でWINDOWSァク七ラレー付きのVGAコントロ-， 

搐皲 
. 256色DSTNI0.4インチカラーgOOX600ドフト解*赛LCDffi載 
•マルチ田按Rモニタなどを接tt時に、より*解**のWindo^^S示^CRT上に衫能 
•LEDによる各植®作モード*示 

•3.5インチ3モード内*ブロフビーディスクドライブ 

•キーボード組み込み型ステイツクポイン，マウス»能 
•取り外し可能な540MBハードデイスクドライブ 

• 2«まで*着可能な拡張RAMモジュール 

•2枚まで典*耵艴な1C力ード用スロット 

•16ビットサウンドft*と音声入出力«+«爾 

• ACアダプタ、ACケーブル 
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WinBook Proに含まれるもの 

■ハードウェア、アクセサリ 

Wv>Boofr；>roノ'•トブックコンビュータを構成十るために以下のようなハ'-ドウエアとT 

クセサリが含まれています。 

• WhSook Proコンピュータ本体 

•取り外し可能なハードディスクユニット《本体に麩着されています） 

•取り外し可味なバッチりパック（本体に*着されています1 

M バッテリパックは比洧轉にw•紙膏はさんで.尊体に»舖されrい寘r* 4廬のバッ 

テリパ7クの魅«の3#sをおttみのうえ、バンテリパックe败り外しTWWf*り 
去り、褥ぴ縝鐘してください* 

• ACアダプタ零:和とACコード 

•保 BEIT 

•ユーザ»»ガード 



トウェア 

ンなど 

PCMCIAカードを使用するための 

などいくつかの*利なブログラ2 

ンド機能を利用するためのプログラム 

ストールされていttc使用方法は 

-MS-DOS (HDDインストール*) 
このブログラムにより，基本的なコンビユータの操作つま〇,情相をディスクに書いた 

り新しいディスクを使用できるよう準*することなどを行うことがでS£す。MS.DOS 

はあらゆるブ〇グ9ムを实行させる*能を待ちます*その他のオペレーティングシス 

アムをコンビュータに組み込まない®り、コンビスータをスタートさせる*にいつも 

NiS»DOSを使用することになります0 

•マイク〇ソフトWindows (HDDインストール清） 

DOS上で動作し，グラブィクスを用いて各植の用途に使用されます0マイクロソフト 

Windows (以下Windi>^と鷗します）により、アブリケーシヨンの換^や、が«單 

になり、问時にいくつか■のアプリケーシ3ンを走らせることができるとともにディスク 

上のフT fルの構成を管托することができます。 

•マイク□ソフトWork* (HDDインストール清） 

このブaグ9ムにより、ワードブ〇セ7卄、データベース、表計算、パソコン通« (モ 

デムa刖途_人が玄^です。）力听うことができます。このプログラムはあなたの仕亭 

に大きく役立つでしょう， 

■ガイド 

适付されているガイドにはソーテプクWJnSookfVoコンビュータをスタートさせ、碁本的 

な使い方を知るために必Sな情報が含まれてい2す， 

• WJnSoofcProユ■ザーズガイド（本書） 

このコンビュータの起ft方法、乎人れ、おもな*ftやユーテイリテイについてR明して 

います< またオペレーティングシステムの主な使い方についても说明しています： 

•マイクロソフトWindows&MS-DOSユーザーズガイド 
Wiftdowiの**から高#な使い方についてR明しています。W«mJov«に対する操作は 

Windowのアブリケーシaンの祿作と共*する,rttが多いため、Wiinlowiのアブリケー 

シsンを使う前にこのガイドの;»*の2項目をRまれることをおすすめし1す争 

MS.DOSの初歩的»作、3マンド、AWなどについて合わせてK明してありますc 

このセクシ3ンの終りにはWindow*とMS-DOSの主な機能についてR明しています。 
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システムソフトウェア 

WinBookProシスチ厶のMS-DOS、Whulc»w*のどちらも样雉にK明されたマニュアルが別 

に*忖されています。ここではこれらのソフトウェアについて*取に*解できるようにft 

5をR明しています， 

■MS-DOS 

MS-DOS〈またはMicrosoftDi汰OpcxalinsSyrtem、一®的にDOSと呼ばれています0 > は 

コンピュータの電*をオンさせる度に通*スタートさせるプ〇グラムですcこのオペレー 

ティ ングシステムはその ft のすベてのブロ グラム (Windowsを含Aます。）のためにコン 

ビューダと*轱した*本的な*建を莆现するものです0 

もしあるアプリケーシsンがあるデータをハードrィスクもしくはフロッビー*rィスクか 

らaみ込む必黌がでた場仔、また»圓に文字（ナキスト}やグラフィックを表示したい 

とき，MS.DOSがその目的に«用されます。 

また、MS-DOSを®*使用することもできます。a十植の3マンドを"DOSブロンブト" 

f一R的に0)で，イブすることができます。ほとんどのコマンドはハードディスクあ 

るいはフロソビーヂィスクに対して何かを行うft令です0以下のようなことができます。 

•デ<スクの内容を表示させる 

•ディスクのファイルを管理する（コビー、消去、名*¢8) 

•システムのメモリを管3する 

WiftJwsのアプリケーシsンのみを使用するなら、あなた力*DOSのコマンドを*格»る« 

金はたいへん少ないでしようe DOSのアブリケーシ3ンを*用する場frでもそれらのアブ 

リケーシ3ンをスタートさせること以外にDOSコマンドを少イブすることは少ないでしよ 

う0またアブリケーシaンの中で、それら自身があなたのデータを保存したり，コビーし 

たりするのに使われることがあります。 

さらに酹しいことを知りたい場合にUMS*DOSのマニユアルをご舞:ください* 

■Microsoft Windows 

t DOSのもとつ 

tペレーテイ はなく、オペレーテイングエンバイロメントI#作環境）といわれる<»のになります。 

Winchesの目的はアブリケーシ51ンを使うのをより*爆にすることにあります。またDOS 

にはないいくつかの#能を提供します。 

WiiKlowiにおいてコンビュータの8面は"デスクトプブく机の上}"と呼ばれますc Win- 

dwsの名耵はデスタト*/ブ上で使用されるファイルやブ〇グラムを貪む、四角い■綠2た 

は* {ウインドウ）から由来しています。 

それぞれのブログラムや、ファイルはデスクトブプ上に"了イコン■とIfばれるもので*現 

されます。マウスを使って各«の躁作をTイコンにWして行うことができます《Windowi 

ではマウスの代わりにキーボードによる操作を行うこともですが、その®率や、摊作 

*はよいものではありません《 Windowiを使いこなすにはマウスか、ステイプクポイン， 

のボインタ（矢即） 



を移動させ、 

あなたはH畤に 

ことができます 

ンを2囬押す（ダブル•クリブク〉ことは，そのアブリケーシヨ 

を:t味します。 

プリケーシaンをそれぞれのウインドウにおいて実行させる 

ラに 

していi 



取り扱い上の注意 

VWnSookPruシステムは离品*のWftから«み立てられています。しかしながら、大き 

なシステムにくらべて小!Btt*のこのシステムはよく持ち運ばれて使用されることと思い 

ます。この点からみてあなたのデータ失われたりシスチムがダメージを受けたりしな 

いよう、以TにR明する各項目について持に注*を払〇てください。 

•コンビュータを落下させないでくださいcまた重いものを:7ンビュータの上にのせない 

でください《 

•どうしても必Rなと$以外は、ロンビュータのB作中、特にハードディスクやフロプ 

ビーデ<スタが動作中にはコンビュータを移®させないでください0また電*オフ逋後 

lOfrS®も移動させないでください《ハート•ディスクが完全停止するまで> 〇 

• ACTダブタを«用しているとき、霣薄がI0(«40Vのfefflであることをお»かめくださ 

い。このことは#nに持ち*んで®用したときに特に蘆*な項yです* **鼇田がこ 

のe曲を«えている場食にはけっしてACTダブタを*し込まないでください〇 

•コネクタきをつけたり、はずしたりするとiにはその欺にコンビュータの電»をオフし 

てください。 
*W日光の在たるところで長!»两コンビ;*■一夕を*用しないでください离潘度の場所 

らの相対度）やほこりの多い場所または*れた手でコンビュータを使用しない (20.80%¢ 

でくださし 

•砑<8材の入つたものや目の苽い*などで、ディスブレイの表面を拭かないでください， 

•«動を癸生するもの、«界を«生するもの、有#溶綱，«bl性のガスのaくにコン 

ビュータをおかないでください〇保*できる溫度の範囲から的*までです。 

* ACアダプタはソーチプクWhBcx>k Proコンピュータ以外には«闬しないでください〇 

•ACアダプタのケースは分解しないでください。このACアダプタは«现するため分解す 

ることはできません。 

•ACTダブタを着K寸厶ときには、コードではなくケーブルのプラグを持って行ってく 

ださい。 

•ACアダプタを遘«の大i く »なるところにさらさないでください。 

• ACアダプタtほこりや水気のあるところにおかないでください。また性ガスのあ 

るところつ1り、有**期などのあるところにおかないでください。 

• ACアダプタを熱の*生する物のそばにおかないでください。また*豺H光のあたる場 

所に枚置しないでください。 

•ACアダプタをなげたり、*としたりしないでくださいd Jた上にものせないでくだ 

•もし、ACアダプタから何かこげるような奥いがしたり、ACアダプタの*面がたいへん 

鸚いときには也ちにACコードを抜いてください0 

•LCD1**デイスプレイ）の*囿についたごみを取り» く場合にはやわらかい布を 

使って、注Arlく拭いてください《>最寄りのコンビュータシ3ブブには画面を拭くた 

めに專明に作られた*が®兜されていますので、これを«用することもできます。 

•プロ.ツピーデ<スクを}*除する場ftには市販されている、3Jインチタイプのa式〇ク 

リーニングディスクをお求めのうえ行ってくだ？い。 
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以下のソーチックの部品は定期的に交換していただぐ2、*があります。 

-充電式パプテリパフク♦充電を行うことができなくなったとさに交換します。 

に样しいii明があります〇 > 

••- ノ<•?チリ。このパッチリは内»の畤叶、カレンダに*»を供給していま. 

一夕の電#をオフさせたあと、CMOSバッテリエウーが次の！*オン特に表示 

うになったら、お求めの代理®に*池を交換するようご}B示ください0 

專綱のパVテリパック 

どのがあります， 

しT ください* 

ク以外のものfコンピュータをft作 

•ソーチフクの#fiTる州oeook 

させるために信用す恭と、霣也が破»するな 

Pro蓴用パッテリパックfお求めのうえ交癱 

::There is adi 

icompolftf. R. 

danger of explosion if you insert a baltory other than 

leptooe ony win an W\n6ook Pro botMry auttwz® 

thebatte/y 

SOTEi 

lrrt«ncMKM 
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さあ、はじめましよう 

VV^iBool(Prt>に付諷してくる各ガイドにはコンピュータをセブト了ププし、操作するため 

に必*なすべての情箱が含まれています。】窣ではVVVnSookProS•初めて使用する場合に 

どのようにしたらよいかを以下の各ステップにてK明しています。 

1) システムを構成する各部に慣れる 
1窣は、コンピュータの各部をどのように}*作すればよいのか、知っておくべき槪果を 

»明しています。 

2) バッテリパックをコンピュータに«み込む 
WinBook Pro]ンビュータはAC*»またはパッナり**のいずれでも動作させること 

ができます。*品出費のとき，バッチリパブクは充*された伏#ではありません。充 
電するには一*装着されているパッチリパックを取り外し、本体とバフテリパックの* 

子のあいだに抉まれている絶緣*を取り鰍いてからWぴバッテリパックを*着してくだ 

さい。 

充電はACアダプタが供«?れ、コンビュータtW*用していない伏®で、間30»で 

完了します。鼇•也の較着方法は1章の各*のR*の後にR明されています* 

3) システムの_刻と日付を校:®する 
i章の終りでシステムのB閜と日付を奴*する方法を说明しています。 

これらのスチップtへて、アブリケーシaンソフトウエアをシステムへインストールす 

る準儋が整います。 

以下の表は始めるとjにどこに*i明があるかを知るための手掛かりとなります。あな 

たが*BBのあるユーザの場分でt、xマークのついている項目（《験者向け}は確a 

していただけるようお願い致します。 

作*項目 ft明の場断 ♦Mittのかたは 

基本的なシステムの供成の板* 1單 
パッチりパックの*着 1* X 

3ンビュー，の包動とセフトア，7ブ 1拳 X 

データ格納メディアの取り扱い 2単 
キーボードを使う 3聿 X 

バッテリを使う 4章 X 

逍加オプシaンを*!着する 7寧 X 
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本文中の表記について 

この卞体で害かれている文字は示されているとおりにキーボー 

ドからタイプ5れなければなりません。特に柑示がなけれぱ大 

文字、小文字の区«はありせん。どちらでも«用ナることがで 

Systen Configurationこの字体で書かれた文字はコンピュータの电谢に!!示されてい 

るものであることを示しまナ3 

このsaでく くられた文字列はその文字の^*;すようなキー操作 

を示します。たとえば<Emo>は"Emer*•と印卞されたキーを押す 

ことを示します《 

キーポート•のキーはこの字休でE述されています〇 «数のキー 

を«み仓わせて押すとさには♦でつなげています。この例では 

Xlrtと印字されたキーとCと印字されたキーを同時に押す"こと 

注*していたださたいことが害いてあります， 

搛忭刊tt上またUJRりあつかい上必ず任んでいただきたいことが害いてあり2 

知っていると««なことが香いてあります.. 



つたときには 

このガイドをf厢してもソーテフクWioBoolcProコンピュータにIIする两1|が解決しない 

場任には、以下のチクニカルサボートセン，におMい合•わせください。 

電貶番9:046*66W356 

#会社ソーテックテクニカルサポートセンタ 

毎a月®日から金*日の午IR10時から午後4玲まで（祝祭日をのぞきます。〉 

この*冷にかける前に以下の項目を潭«されているかSSしてください。 

•どの代a®からw人されましたか？ 

•コンビュータのシリアル#今（»进金9) 〇これはコンビュー，の底面に貼りつけてあ 

る、ラペルに印剧してあります0 

•問■のできるだけwしい内容 
•コンピュータそのもの 

そのttの方法として、そのM*の«1«をこのに忖*するテクニカルサポートFAXシー 

卜E人用紙にE人いたださ、以Tの*号あてFAXで进付いただく方法もあります0 

FAX番号:045"€62»0656 

格式会社ソーテックテクニカルサボートセンタ 

また、嘗面の«送2たは*品の送忖の宛て先は以下のところへお»いいたし；1ナ„ 

なお、ご»送のbにu：必ず_人時と冏じ愐a 1«包»、パソキン）にてご返送■(いまナ〇 

B*番婦231碎系川県檑浜市中区太田町4*65横ifiR車道ビル 

技式会社ソーテックテクニカルサポートセンタ 





First Step • 

•この簞では 

コンビュータの縛げ«め 

asomw.電源とマイク〇プ〇セツサシステ厶 

スティツクボインタ 

コンビュータの起® 

日付、時刻の設定 

コンピュータのリセツト 

この章はソーテック_6〇〇^内〇コンピュータの*本的情成*とど 

のようにプリンタや外部モニタのようなBiZ2装置を«好するかにっ 

いて_しています。この窜の最後ではまず最初に必ず行わなけれ 

ばならない、いくつかの特別な««の搛作方法t含めたコンピュー 

夕のスタート方法についてK明しています。 

そののコンピュータを使ったことがある場含は、この隶のいくつ 

かの®目U用ばしたくなるでしょう.しかし、システムの*成A. 

起U、システムコンフィグレーションの方法については一#目ta 

しておいてください0 



コンピュータの開け閉め 

もし以*の现目でr明した注意usをおaみになっていない場合*はこの先にist/in•にどうぞ 

注重点をおRみになってくだ？い。 

■コンピュータを翮ける 

コンピュータを鼷けるとSには以下の絵のように;Iンビュータをおいてください♦ 

ここにはコンビュータのSBにスライド装置がそれぞれIつずつありますc 

|>フンビュータの齣に向かって躅方のスライド*置（イラストに示すように1をスライド 

させます。 

2> カパーをLCDS面の見やすい角度iでMきます,.ACアダプタが#»されていなければ 

I90S1で蹰けることができます。 



rンビュー，をWじるには車*!にカバーをもとの位諷に展し、ラッチがかかるま• 

，く押します。（ガバーを用じるとさにコンピュータがオンの状®だったとi 

:ュータa、味でR明するサスペンド状*に入ります。作業を«ける*合は力, 

•、mかキーを押しますr > 



WinBook Pro各部の外観説明 

■左前から 

R エリア 

LCDWlft 

LCD触 相螂嗖»螫ノブ 

3 uxr«wコントラストMC ノブ 

4スチータスしED _ 

7坩相スイ，チ_ 

10リセvトスイyチ_ 

14 FDD 

6キーボード 

9ステぐyクポインタ 

5 HDDスロット 

各LEDにはシンボルマーク^waされていますc各シンボルマークは以下の*のような对 

応となっていまナ。それぞれのLEDの意味はこのあとft明されています。 

La 
充鼇状* mr状《 

L^" 
電*状* 

1 
NUM ロック状® 

\E~ HDDttSS 
A 

CAPS ロック状* 

回 
FDOttSS 

丄 
SCRL ロック伏® 
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WinBook ProS部の外観放明 

1. LCDn 

LCD圓面はLCDO背後にある用明により用らされ、コンビューダの使明中は通**.«!し 

ています0蕙»の«用畤*を们き沖ば十ために指定したR5J•のあいだコンビュータが使 

用にないとさ、自動的に■明鈐置を切ることができます。何かキーを押せ1幻£の使 

用できる状.«に6?ります。（5章のHシステム3ンフイグレーシaン"の頂目をffせて 

おSみください。） 

2. LCD圖面の嫌度«膻ノブ 

LCDlli曲の明るさを鏑整1■るために使用します，見やすい明るさに調整してください。 
ただし、明るくすればするほど鬣池を消»€しiす。 



4.ステータスLED 

ここに盖ぶ数*のLED (発光ダイオード）UWVnBookProの»作伏想を示すためにttけ 

られていますc 

5) CAPSoy ク 

1)HDDアクセス 
HDDの«用中にこのLEDが点灯します。 

このLEDが成奵中にコンビよータの霉■争オフにしてUいけtせん• 

2) FDDアクセス 
フロツビーディスクド9イブ（以下FDD)の使用中にこのLEDが点灯します： 

3) CPUttB*示 

CTUのスピードに応じてLEDの色が変化します。錄色に.0¢灯しているとCPUは««のス 

ビ”ドで動作していiす0パワーセーブ#1¢あるいはCTUスビードをLOWXビードに 

B定すると、オレンジ色に点灯します。 

4) NUM□ック 
NUMDワク状®にあると、このLEDが点灯します。この状*のと•今エンべデプドキー 

バッド部分^使えるようになります..（3章も併せてぉ«みください• > 

5) CAPS□ック 
CAPS ロブク状*にあることを示します。このとき、アルフアベ7トキーUシフトキー 

を押さずに大文字を入力することができます。 

6) SCRLOック 
SCRLロック状»にあることを^します。このモードにおける使い方アブリケーシa 

ンブログラムによって異なります。 

18 



WinBook Prog部の外観税明 

5. HDDスロット 

HDD力ートリッジがここua納されます，後述する、HDD力ートリフジ取り出しボタ 
ンを捎すことにより，HDDカートリ:7ジを前に引き出して、取り外すことができます0 

コンビュータがオンになつrいるWUHDO力一トリッジf取り外？ないでくだ6い* 

6. キーボード 

キーボードにWLては3章にあるR明をおRみください。 

7. **スイッチ 

このボタンを押すことで、フンビュータの電身をオンオフさせることができます， 

# ハードディスク（HOD>やフ〇ツビーデ < スクト•，イブ(FDO) 中に霉■をオフにしたり、コ 

ンピュータを動かしたりしないでください*霣;Itオフにした»，鬲ぴ電源そ投入する場含は15»以 

8. 拡强RAMエリア 

このカバーを持ち上げることにより、cyfcRAMモジュールを*着あるいは取り外すこ 

とができiす。その方法につ、、て詳しくは7車の««明をお»みください.， 

9. スティックポインタ 

キーボードの中央にある小さな突eがスチィックポイン，です。この«置はマウスの代 

わりにブログラムの中で«苗することがでさます、.突起^先asに指を«くのせてカーサ 

を動かしたい方向にgく押します。wしい使い方についてはこの寧の推半をおrみくだ 

さい《 

10. リセットスイッチ 

システムtリセットする場含にこのボタンを押します。この»作により•使明している 

すべてのどんなブログラムもデータをセーブせずに終了し、システムカ《D0Sを再ブート 

Iます。一»的にシステムが“ハング（凜«してしまう} •伏®のときか、キーボード 

からの人力に対して5USしなくなってしまったときにのみ«用L1す~ 
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11.ULED 

：7ンビューダの電*がパ7テリのみで使用時；：:オン状*にあると、峰色にJMIします。 

パプテリ使用時にパ7テリパフクの残鼉が少なくなると、オレンジ色にA灯変化しま 

すACアダプタ入力が薄*されている場也黄色にAflします0システムがサスペン 

ド次®にあるとLEDはそのときの電«条件〇色にて点滅します。 

12. 充電LED 

このLEDは現在の電池の充*の状»についてS示を行います• 

鬣池力1^*中Uオレンジ色に点灯します。 

電池が瀰充電になると、綠色に点灯します0 

光電中になんらかの異當が»毕Lてそれ以上充電が継*できなくなった場合はffl灯しf 

す。また電J6のみでACアダプタから給電されていないとiも淸灯してい1す• 

13. 1C力ードスロツト 

このM：力ードスロフトにPCMCIA*格，拠の1C力一Kを*着して使用することができf 

す。PCMCIAカードを使印するときにはソケットサービス、カードサービスを始めとす 

るブログラムをインストールする必*がありtす。烊しくは7拿の»明をお»みくださ 

14. FDD 

ここからインチフ〇フビーデfスクを？*!入します。フnヮビーディスクを抜くとき 

にはFDDの左俩にあるボタンを押してください。 



WinBook PraS部の外親^ 

2- SPEAKERS子 

1.内覼スビーカ 

Wmm径の*Sスピーカ（そノウル〉がここに内蔵されています。コンピュータの中で 

牛.庄される者がここから出力されます。食量は<Fh>^<F2>キーにて大J く、<Fn>^<F3> 

にて小さくすることができSす0 

2. SPEAKER (外部スビーカ） 

外#スビ^-力をお持ちですと，外Kスビーガのケーブルをここに*Rして、より音霣の 

Rいサウンド供能（ステレオ）を«用することがでさます。»量は<Pn>^<F2>キーに 

て大i く、<Pn>f<F3> にて小さくすることができます0 

jMk へッKフ考ンtたはイアフ荦ンのIf用はftすすめでき*せん•コンビa-夕の!«条作がわからな 

胃いで使用すると、期挤しない大，な音がヘッドフオンから出力される塌合があり.最艨の埸含、》な 

たの頁に雇力！•言を；aこr可趣性があります， 

3. MIC IN (マイク入力〉8■子 

マイクをお持ちの場合、マイクのケーブルをここに*鞮して外部の资をIVlTTBookProの 

中に込みW用することができit. 
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4. LINE IN (ライン入力）_子 

CDプレーヤなど音響«置の出力をこの*子に*«することでその音をWfnBoofcPro^ 

中に取り込み利用することができますc 

■後ろ右から 

1.DC入カコネクタ 

ACTグプタをここへ»较します， 

2.躅辺a器搐縝ポート 

用22後器«*格»する各ポートがこのふたの中にあります〇 ノブを下げながら、ふたをm 
けてください♦ 

22 



—ムウェア格納部分カバー 

一夕の基本®作を決定するブCTグサムの書き込iれたにが、このカバー下に典 

23 

トリッジ取り出しポタン 

ジを取り出すときにこのボタンを押します。 

■底面か 

2パプ 



着されています。この部分はソーテックテクニカルサボー}•センタでのみ*用するB 

的にれているので、Mけないでください0 

■两辺銕置への接《1部 

用.機器の接骏方法については7車をおRみください。各ポートにはシンボルマークカ嗍 

まれています。各シンポルマークの意味は以下に示すとおりです。 

OOI シリアルポート 

DI 外*CRTボート 

プリンタボート 

外®キーボード•マウスボート 

.シリアルボート 

シリアルのケーブルを経由して、外®モデムなどのシリアルws濟sを**しi 

す。このボート（COMPORTA>は通背ではでOMI"(アブリケーシ3ンが街宛する 

シリアルデパイX畨兮のこと）に杜定されていますが、5寧でft明するようにシステム 

3ンブイグレーシaンにてC0M1からCOM4まで拉采することができます。 



WinBook PraS部の外顫轵明 

2. 外部CRTポート 

外WCRTを接毓します。 

3. プIIンタポート 

パラレルプリンタをプリン，ケーブルを«由して*袋することができます。このポート 

は*常では"mr (シリアルポートと问嫌なボートの番号）に»定されていま 

すが必*があれば5章でR明するようにシスナムコンフイグレーシaンにてLPTIから 

LPT3まですることができiす0 

4. 外部キーボード•マウスボート 

外部用キーボードを裉親することができます*また刖途m鼴のキーボード•マウス 

アダプタを使用すれixreaマウス*•播纊することもできます。7拿のk明をおhみくだ 

さい。 

5. 1C力ードボート 

PCMCIA*格，イブ2の1Cカート•を2抆まで*着することができます0タイブ3のカード 

の場含は下のスロツトにI枚»着することができます，7奉の»明をお狭みください• 
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スティックポインタ 

WrnBoo* Proコンビユータはスチ/ックポインタを*償しています。スティックボイン 

夕はVWnBoo^Proのキーボードの中央W m\T “B" 〇各キースイヮチの閜に位置して 

います。マウスを使用十るプログラムの*含には、«ffl上のポインタを*Sの位置に移動 

するよう、Xチィックボインタの先瓚に搰を触れ，6 く上下左右方向にWしてください。 

また、本嫁の期(6にある左おのボタンはマウスの左右のボタンにそれぞれ相崁します。 

ステ< ブクポインタは，どちらかの手の入相し»で操作します〇好みによってどちらかの 

中}sで操作することもできます。マウスの場舍と问樣に、ボイン，を動かしたい方珅にe 

く押してやります。叉テYフクポインタそのものはH定されており、指で押しても動き 

ません。スチィプクボインタに}&により加えられた圧力を自B的にコンピュータが検出 

して、マウスと向様のを««します。 

スチイックボイン，（マウス）の使い方についてはそれぞれのアプリケーシaンブログラ 

ムのガイドを#»してください， 

■スティックポインタの奴* 

スティックポインタマウスと瓦携性があります。 

•外部キーボードポートにPSi2マウスを直接接練した場&は、内«のスティックボインタ 

は*止され，HBに*#したP&2マウスが«先して！*作します。 

•外®キーボードポートにキーボ^-ド•マウスアダプタを«由してPS/2マウスをした 

場合■は、スティフクポインタと外部に裱後したPMマウスを冏特に«用ナることができ 

ます。 

•HBシリアルボートにシリアルマウスを使用したときには，内部のスティックボインタ 

を»止8»2にしないと，ffi用するブログラムによってはうまく勳作しない場食があり2 

す。このようなときは、システムコンブィグレーシ3ンプログラムを呼び出して、 

SiicicPoanicrをDibbleにLてください。5章の»明をお»み卞さい。 



電源 

WMSook Proコンピュータは、専用ACアダプタまたは、充髦可能なパプテリパックに 

よって！)作します。 

ACアダプタが*着されてから片2叫閬30分で、パプテリパフクは#充鼉の状想になりま 

す〇 

パッチりパプクの使用方法の詳しい内容は4拿をお«みください。 

VVV?8oo*ffVoコンピュータはこのほか内«(こリチウム電池を*着しています*この電池は 

W^eookP^UJJt,ガレンダとシステムコンブイグレーシ3ン内容を保待するために« 

用されています 
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マイクロコンピュータシステムについて 

WnBoofcP/oコンビュータは、_6DX4マイクaプ〇セ7サを搭軟していまナ。クロッ 

クit*は選択できます《通いクロックは電袍の«用坤間をより*くするために還兵するこ 

とができます& 

一時的にクn 7クスビードを還択することがでさます•鑷に<Fn>^T>を押してくださ 

い。（システムU常に2いクロックスピードで動作します0 を押すことで遅い 

スビードに*とすことができます。もう一度<1=〇>+<1>を押すと遑いクロ7クスビードに 

Rります• > 



し_夕をスタートさせる 

コンピュータをオンする麻に、用辺供Sをすベて*Rしておかなければなりませんs «辺 

«»の解说については7章のR明をおRみ下さい。 

このセクシaンでは以下のR»を知ることがでさま 

•ソーチックl/VlnBoo^Proコンビュータを*初にtt用するとき 

•内8E特叶、カレンダの時«、日付をするとき 

■ここで必*なもの 

• WinBook Proトトブックコンビュータ 

•，用ACアダプタ 

•付*のACコード 

■ACアダプタの接韆 

BWineoik PWコンビュータ(こ»付されたACアダプタ以外U嫌於に使用しないでくだ# 

い• 

ACアダプタを««します》 
コンビュータの出衔時にはパッチリパックは空の状®になつているので，3ンビュータを 

スタートさせると？にはACアダブダを用いることが必»です《パブチリバックについて 

の»しい内®は你のR明をお81みください）〇 

B パッテリパックU出霄鳟に絶!！紙をはさんで，寡谇に鷗儀されています，4章のバン 

テリパvクの*Btの項目％おIIみのう式.バッテリパックを败リ外して絶鑤班を取り 

去り.再び⑽看してください0 

ACアダプタのケ-ブルを，コンビュータの後ろにあるDC1Nコネクタに差し込みます。 

ACコードの一屬fACアダプタし込み、もう--鏞を3ンセントに差し込みます（100V 

から2我)V*相の交班）.. 

R「ststep 



■ACアダプタの仕様 

人力HE 
人力*班 

田坡R 
出力*E 

出力《流 

動作SWtft囲 

100*240ボルト*#)交* (自動»(£切り»え1 

1.005アンペア 

50fたはWルツ 

19ポルト 

2*22ァンペア 

5-35X： 

■コンピュータの電源を入れる 

コンビュータをiだ闢けていない場ftは、コンビ;x—夕のカバーの甬»にある*@4■コン 

ビ;1一夕の蔺に向かってスライドさせながら、勿パーを持ち上げ開いてください♦ 

バッテリパフタがコンピュータにすでに裟着されている場合は、コンピュータの中央奥の 

□のuu>がオレンジ色に点灯します〇この点灯は、パプテリパフクが装着され、充電が 

行われていることを示Lます0 (4章の充電の項口も併せてお#みください。〉 
キーボードの右領上艇にある電两スイッチを抨して、はなします|间じ動作で、コン 

ビューダの！*をオフさせることができます> 〇 

充電LEDが点幻する 

MDDtたC1PDDがアクセス中でAると•には給対に電*fオフさせないでください•霣#をオフし 

たAとは少なくとも以上情ってから、興*オン!！せてください， 



コンピュータをスタートさせる 

■最新情報をよむ、バックアップを取る 

«杪後、システムは自己珍断微能を¢1動的に史らせ、その格*をmffius示します，その 

後システムは以下のような“ようこそメッセージ”を*示します* 

この状JSでLCD右■にあるノブをaして、コントラストと**をaやすいように!■整して 

ようこそ 

WlnBookProをお貢い求めいただSまことにありがとうございました0 

わたしたちのコンビュー，を»杓用になることでお客Wの仕事、生活が一 

雇％*されることを期舟していまナ〇 

株式会社ソーテック 

なにかキーを押すと91>«きパックアフブデイスケフトの作成の作*に移 

ります• 

バフク*r 7ブ怍集*、以下のようタイプナるとユーザーズガイドにS己され 

ていない、«新の情報を知ることができます0 

CV>READM&cEmer> 

システムのハードディスクに**出ffiとして格«されているブログラム•データの内容は 

方が一のときのためディスケットにパックアップがとれるようになっています《 

メッセージにしたがって最初にバフクア7ブを取っていただくことを強くおすすめしま 

■内部カレンダ、時針を設定する 

VWnBookProコンピュータは内部に畤叶、カレンダBiffiを拎ち、常時これ力诉を刻んでい 

ます。この情報はデータブrイルを作*したり、*更したと$などに利用されます0 

-噃最初にコンピュータをスタートさせたときには日付•»«は合っていません。日ff•時 

«を投定するにはDOSコマンドのDATEとTIMEを*用してください。（システムコン 

フィグレーシヨンにて日忖•時刻を介わせることもできますが、DOSコマンドを使用した 

はうがより*单です〇 ) 

以下の各ステップは内®WSトカレンダを1¢¢する方法を示しています。DOSブ13ンブト 

にてはじめてください。 
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1) DATEとタイプしT<Enter>lffしてください• 

«在の日付が#示され、あなたがIfしい日ftをタイプするのを待っています。 

•英 BDOS- 

Current date is Thu 06-23-1995 

Enter ne^ data (麵M*j-yy)し 

•H本播DOS* 

現在の日付は1995»05-23 (火）です， 

*Sしい日付を入力してください，(yyn^-dd): 

正しい日付が我示されている場合•には<Emer>を神して、本:!マンドを終了5せてDOS 

プロンプトに度します〇もしシスナムの日付を*更するなら， 

2) «在の日付をタイプして<Ent#r>を押し*す. 

月、日付にはIまたは2ケタのR字を、年には西*下2ケタの数字をタイプしてくださ 

い。それぞれの閜にはハfフンを，イブしてください。 

3) TIMEとタイプして<Enter>を押してください• 

現在の時S!が*示され、饫しい畔糾をタイプするのを玲っています。 

•英 RDOS. 

Current time is 11:23:02.06 

Enter new Um： 
•日本Sdos- 

S 在の時 11:23:02.06 

新しい時«f入力してください。 

正いが表示されている場合には<Emcr>を押して、本コマンドを終了させてDOS 

プロンプトに屏します0システムのWSを*更ナるなら， 

4) 現在の••刻をタイプして<Enter>を押します. 

時間、分、技をそれぞれ2ケタのft字でコaン，•で区切りながらタイプしてくださ 

い• ：2a»«SE) 

裊にシステムの«两が;Aえて*かれ豢しまうことがあるかもしれませんr多分あなた 

はパフチリでfcftさせていてシステムがfiti的にum力状«になったと;：ろをごkに 

なったのだと考え家す*キーを何か^rばまた元の邏®に復鑤するはずですt雀電力 

モードののしかた.使い力(こついては4康のバッテリで_させる、S*のシス， 

ムコンフィグレーションの■目を打IIみください• 



L_夕をリセットする 

aンビュー，が何の反応も示さなくなゥてしまったときには、システムの電#をオフにし 

再*オンにする代わりに、リセフトをかける：：とがでiiす，ただし，リセット換作はシ 

ステムがサスペンド状*にあるときも古めてすベてのRAMの時的なE值をすベて消去 

するので黨鬌なデータはあらかじめデイズクにセーブしておくことをおすすめします。 

MS-DOSにおいては、キーボ••ドの<Clrt>と网時に<C>を押す，または<Brenk>を押すこと 

により，ブログラムの*行を中止し、MS-DOSのコマンドブロンブトにRることがで$ £ 

す。エラーがおきてしまった場食、リセットをかける前にこの方法を一度拭してみてくだ 

さい• 

リセット以外のいかなる方法によってもプログラムから»け出すことがで僉ない壜合tのぞいて•リ 

tv卜をかけないでください• 一aのプログ，ムにu撕しいデータ％セープする場合、正幾の方法で 

プaプラムt»TさせなければならないプaグラムがAります.このようなプaグラムを使甬してい 

てリセントをかけると、データのi_失につながる壜含があり 

ーボードからコンビュータをリ七ットする場合は、《cQH>^<All>4<Del>の各キーを向特 

押してくだ？い。 

し、キーボードが反(5Lない場合には、リセフトボタンを押してください•まちがえて 

セットがかからないように，このスイ7チは*:皺的に押しにくいようにR財されてい;t 

,このスイ•ノチを押す場frにはボールペンの先かクリッブをまっすぐにしたようなもの 

Wしてください。リセットをかけるとK面は一咚的に表示が消え、その後コンピュータ 

MS-DOSを再び〇— ドしiす（ハードデイXクまたはプロ 7ビーデ< スタにMS-DOSが 

き込3れている場合）。 





ディスクFライブ• 2 
#この章では 

•ハードディスクドライブの手入れと取り抜い方 

•フ〇ッビーディスクドライブfl>手入れと取り扱い方 

ソーテックWlnBookProコンピュータには20のディスクドライブが 

«*されてい5す。 

•2.5インチUK可*なハート•ディスクドライブ(HOD) 

•3.5インチ3モードフロッピーディスクドライブ（FDD) 



ハードディスクドライブ 

VftnBookProコンビユ’に姨着されているハードデ< スクド9イブは•工場組立蒔にす 

ぐに«用できるようにパーチイシaンとフ，ーマツト拓瑁がされています。またVDOS、 

VWirutows、と名忖けられたサブデイレクトりが作成され、DOSやWuidowiのファイル* 

がすでにコビーされています4 

VVfriBoofcPTOコンビユータのハードディスクドライブは取り外し力呵«です。特宋さらに 
大容曇のハードディスクドライブが用意されたとさに交換すること力ng錄です•また、別 

にハードディスクドライブを用意し、そこへ各種のアブリケーシsンを用意して必要に応 

じて交換したり、フロツビーディスクを経由してデータをコビーし、そのハードディスク 

ドライブを安全〇ため利の場所へ保管しておく事なども可*です0 

ハードヂイスクド，< ブtなげたり•落としたりしてはいけません•，た鑷I?や、磁Ifの«ETるも 

の（テレビやス笋レオのスビ-力など）の近くにおかないでください， 

■ハードディスクを取り外す 

/Mk ハードデイスク爹取り外す，あるいu«着するnに必ず3ンビユータの電*がオフになウてい恭こと 

をお蹐かめください•サスペンド状®でもいけません•またソーチックの親正ハードデ<スクtご使 

■ハードディスクドライブ（以下HDD)を取り外すには 

コンビュータの**をオブにしてください（コンビュー，はサスペンド.レジューム仗® 

ではいけません，林しくは4拿の»明をお«みくださいJ •コンビュータ*«にあるHDD 

カートリッジ取り出しボタンをしっかり押し込んでください。さらにもう一方の手でHDD 

の下«の前面«を持ちながら、府に向かってゆっくり91き出しますくこのときHDDを*4 

したりしないよう十分注*Lてください》。 



イブを《著する 

ハート，ディスクドライブ（HDD)を装着するには 

コンビュータの電源をオフにする（サスペンド•レジュームモードではいけません。絆 

しい内容は4章の»明をお妖みください）。 

幻HDDの»着スロットにHDDを静かにスライドさせながら擰入します。*面のHDDイ 

ジエクトボタンがたいらになるまで、ゆっくり押し込みます。HDDはfflに示すような方 

向にしか*着できません。HDDがfMU二！*人できないようなときには決して力をこめず 

に、もう一*正しい向きにHDDの向きを入れ替えてください。 

ドライブを*着し終えたら、シスナムを«用する曲に必ずシステムコンプザグレーシsン 

を行わなくてはなりません〇ハ-ドディスクに两するセットアップは自動«に行うことも 

できますし、自分で拉定することも可能です < 1?«の*^方法については5•のHard Disk 

の項目をおttみください。 



フロッピーディスクドライブ 

WlnSoolcPro本体に内aされている3.3インチフロッピーディスクKライブユニプトは、3 

モードにて動作吖能なため720KB/ 

ましてはMS-DOS6.2/Vのューザ*- 

にて動作します：胖しい«用方法につき 

ズガイドをご*S ください。 

■フロッピーディスクの取り扱い方 

3Jィンチフロッピーディスクはたいへん西いものです。取り扱いにあたっては十分注意: 

を払ってください。*着してあるフ〇ッビーディスクを使两しつづける殤合でも、コン 

ビュータの電甬をオフするときには必ずその贿に3>5インチフ□ソビーデ<スクドライブ 

(以下FDDと*略）のイジ*クトボタンを押してフロッピーディスクを取り出し、保存に 

遽Sな場所に保管してください〇以下に示すのはフ〇プピーデ< スクの取り扱いにMして 

の注意事項です。 



フロッピーディスクドライブ 

いならば、そのフロッビーディスクを，害き込み«止にすることができます（ライトプロ 

テクトする）。 

ライトプロテクトを行うにはフロッピーデ<スクの裹供を上にします（フロッピーディス 

クの中心に金«の円«が見えるほうが裏供です>。一方のカドに下Hのようなブラスチ7 

クの移ft?せることのできるノ7チがあります。 

55込み可粗状眈 

鲁き込み#止ノプチが-上飼”になゥているとき（上团の左がわの状ffljは、フロッピー 

ディスクをフ貧ーマットしたり，窬き込んだり、その上のフTYルを麻•去することがでさ 

ます• 

害き込み«止ノッチが••下ITになっている（四«い穴が闋いている状想:1と、フ〇ッ 

ビーディスクのデータを*去したり、上窨5したり、どんなデータも追加する：：とはでき 

ません。 

■フロッピーディスクのFDDへの出し入れ 

フロッビーディスクを*着する場分は、ラベル面を上俩にし、シャッタのあるほうをさき 

にFDDの中に律人します•フロ7ビーディスクを正L く ft着できた場合は、FDDイジエク 

トボタンが«ぴ出します〇フロフビーディスクを取り出すとJにはFTOイジエクトボタン 

を押して、フロプビーディスクを取り出しまナ。 
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■ 3モードFDDの使用方法 

lVMBookProl±M»crow>ft - MS-DOS - Veuion6.2/Vの3モート•紂応ユーチイリチイ 

UOMFD)をサポートLています。 

«用的なDOS/VWにて使用可能なフォーマプト7201CBとI.44VIBに加えてI.2MBフt一 

マツトのフ□ブビーディスクの!#み書きを可86にします。 

WsnQook P/oを3モード対応にするに;りの方法が*)り1す， 

1.CONFIG.SYSに組み込む方法 

C0NF1OSYSにFのI行を*記しますa 

DCVICE=C：«)0S¥1024FD.EXE 

2. MS-DOSプロンプト上にて組み込む方法 

DOSブロンブト状*にてTKのコマント•を入力します。 

1024FD<Emcf> 

ユーティリチィは12MBのフォーマプトディスクのリード/ライトのみ奄サ 

ボ-卜するもので，フロッピーディスクのフオーマットは行えせん。HフQッ 

ピーディスクからのfci*も行えません• 

1024FDが«み込まれてい公tt■の特WlrxkJ料のDOSプロンブトモードにTCOPYコマンドI豐用す 

る塌金には，ベリファイオプシaン/Vはflf用しないでください• WindowsがP«it作して.FDO 

データが«壤されたり、寅行中のアプリケーシaンが禳IM»了される可tt性があります• 



キ—ボーF• 3 
•この聿では 

•キーポードの各部 

•キーボードを使う 

•エンべデッドキーを«う 

•システムフアンクシヨンキー 

(システムの機能活用のための特別キー組み合わせ) 

ソーテックWioBook P/oとコミュニケ•卜するために、キーボード 

は大切な役期€はたします0 

ソーチックW的SooJc fVoのキーボードは、日本Hキーボード 

<106キー)と互換性を持っています《この章ではこのキーボードを侵 

いこなすための方法*K明します0 



キーボードの各部 

以下のHはWin800*cProコンビ1-夕のキーボードをあらわしています。 

文す入カキー 

Ul 1^1 lil U3 ,1211 CJjlkl ^JKO iUH| UD^m\ ^Z2'D'D'CS 

I圃I通型.國國圖圔漉！通]_鱼1團1望 
_里瞳哩I圖里_豳圖廬圃酗删 
龜盟團翻_lf釅豳矓翮_腳虱一 
團騸腳廳_舰_里睡麵画 
网9回 SlglBBPI 晬 13 

D 

以下の各®分はそれぞれ次のように«舵しiす0 

■ファンクションキー（F1…F12) 

各ブログラムにより、これらのキーはファイルをセーブ、D— ドしたり，オンラインヘル 

ブを酉面に*示さ甘たり、ブ〇グウムを終了さ甘たりしS十0 DOSにおけるこれらのキー 

の微期は（その他にブログラムを動作させていない伏8!で、》MS-DOSのマニュアルに» 

明されています。 

■文字入カキー 

荚a字またはカナ数字キー{アル7tニューメリフクキー）ともよばれます0これらの 

キーは，この拿でr明する使いガをのぞちょうど，イブライタと«じ使い方*■しま 

■カーサキー 

カーサはタイプする文字が次に*示される場承を示す、固面上の小さなシンボルです0 

DOSとDOSのアブリケーシ，ンにおいてはそれはa常点滅する下繚（アンダーラ <ン> で 

す〇 Windows,またそのアブリケーシbンにおいてはそれ的に••力ーソル•とifば 

れ，たての練とLて表示されます。アブUケーシaンプ〇グラムは力ーサキーIまたはマ 

ウス}を使用してファイルの中身を固面に表示し、ft理を行いたい場所を指定するのに使 

明されます， 



キーボードの各部 

■その他のキー 

いくつかのそのttの微ffiキーについて、この奉の中でJR明されています。 

この章の終わりにシステムのについてK明を行っています。このセクシaンでUマイ 

クロプロセッサのスビードの変更や、システムコンフイグレーシaンをよぴだすなどの操 

作についてのキー組み合わせ（キーコンビネーシaン1を一*にしています。 

3章キ—ポIド 
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ボードを使う 

多くのキーの*は、使用しているアブリケーシaンブログ，ムによって*わってきま 

す。このセクシ*ンではほとんどのMS*DOSコマンドで共通であり、また一*的なアブリ 

ケーシ3ンブ〇グ9ムでも通用する使い方を解投しています〇 

このキーボードはDOS/V上でのキー}§作に対応しています。 

日本*入力に期する胖しい内容は••日本»人力”の項目をお«みください0 

■文字入カキ_屏 

文字と数卞をタイプするのにこれらのタイブライタキーを使用します。ただし、文字 

“蓮•とtt字T文宇と数字-0"を«间しないように注意してください〇 3ン 

ビュータはこれらの文字と»字;;！••遑うもの••として区91します。B違えて入力するとコン 

ビュータの》瑁銥果として期待とちがったものになります• 

•集に使用するキー释は一»的なワープロ、ダイブライタでの使い方と共通です。 

<スぺ•スバー>キーを押すことにより、琛在のカーサのある場两にスペース 

を!•人し、カーサをIスペース分右に栘ttします。 

(TST1 
ii«a<Tah> (タブ）キーを押すことによ〇、力ーサを次のTabストップまで 

移動させます。一部のブログラムでは、Tabキーを押すことにより、_上の 

次の項目に移動するように使われることもあります• <Shl/t>+<T*b>によって 

カーサをIつ«のTabストップにさせることができる場食もあります。 

<Emcr> (エンター）キーを砰すことによる動作は各アプリケーシaンにより 

かなり興なります。アプリケーシaンによ〇ては、タイプクイタのキャリブ 

ジリターンと同じ»作をする場合もあ！)ます0つまり、カーサはI行下にさが 

り、■■の一香左に移勸します，その«のケースでは• <&«»>はコンビユー 
夕で動作しているプ u グラムの動作を決定させるように« われます w たとえ 

l/Ernwにより、新しいM面を表示させたり、鲁想をブリン，に出力したり、 

などです。 

ほとんどのブログラムで、Bickspace {パプクスべース〉キーは力ーサを|ス 

ペース分左に動かし、その場所にあった文字を捎去します。 

ート）キーはふつうは力ーサのあるところの文字、または右俩の 

文字を渭去し、右俩の残りの文字列を左に移動させます。 



キーボードを使o 

使っているアブリケーシaンプ〇グラムが力••サ移B機能を持っている場 

合、ソーチックWif>SookProのキーボードはカーサを»かすために2つの方法 

を*供しています。 

•右Tにある、4つのカーサ移勛キーを®う 

-<Fn>f<PgUp>> <PgDn>、<Home>> <Eml>にてttWする 

〈多くのアプリケーシaンプ〇グラムはまたカーサを林»3せるためにマウ 

スまたはステ< ブクボイン，を使うこともできるようになっています•） 

各キーはそのキーにWWされている矢印の方肉に国！！上のカーサを移_させ 

るのにttfflします•ほとんどのアブリケ—ンaンにおいて、これらのキーを 

用いてカーサを移動させてもK面の内Sは*化しません。 

また<Pn>4■カーサキーにてKfflのページ切り轚えのキーの嫌能として«閉す 

ることがでさtす。それぞれのキーの前面に四角で囲んであるように«能し 

ます〇 

■シフトキ_など 

これらのキーはその他のキ••と組a仓わせて使用されます。aとんどのアブ 

リケーシ3ンではこれらのキー単体を押しても«の動作もで$ません。こう 

いつたキーとして*cShift>〈シフト〉、<Clft> (3ントロール）、<au> (オル 

タネート、オルトともtいます。）、<Fn> (エフJ1ヌキー，フTンクシ3ン 

キーからF12> と区別するためこのように雷います。}があります。使用 

する場合はその也のキーと共に押すようにします。たとえば<Ctrl>4<C>を人 

力する場合は、<Qrt>を押しながら<C^>キーを押します。 

ほとんどのブログウムでは、英»モードにて<Shifb•はちょうどタイプライタ 

のシフトキーとRじ使い方をLiす。っまり、大文字を人力したいときには 

その文字のキーと共に<Shift>を押しiす。しかしながら、CAPScivクの状臁 

にあるとSにU<Shift>と共に文字キーを押tと小文字が入力されます* iた 

四角で囲まれたキーくNumLk>* <ScrUc>.<Homc>l<End>,<PgUp>.<P£Dn>ii 

<Fn>と組み分わせることでさせます0 

Jたフルキーボード（KJ6キー> の右コントロールキーは<Fn>f<Oji>にて人 

力できます♦ 

Shift 

キ—ポIド 
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■トグルキーのなかま 

トグルキーと呼ばれるこれらの年一は、1囬押す:：とにより、それぞれのキー 

も袴つ2つの状®をWり曾えることができますeステ'-，スLEDは3つの縹瓛 

トグルキーの現在の状®を*示してくれていますt各LEDが点灯していると 

iはその状®が有动になっていることを示しiす0 Jた日本»人力莽有の卜 

グルキーについては、**日本济人力•にて辞しく说明しています。 

T 〇a,u I]*(Tssi 
i_y siHflL 

英ftそードにてSfciflを使用せずに大文字(A-Z)を入力したいとさには、 

<Shift>+<€>Lk>を押してください。CAPS ロツクがオン〇ときに<Shift>を使 

うと小文字が人力されます。CAPSO •，クはそのUかのシフト町鮑な文字に対 

してはI'層t出しま甘んたとえば4をCAPSCTプクがオンのとき〖••押すと4が 

人力されます.，Jは人力されません。 

I 1イ P11] 

'I 

プドを使用できる状*にI 

いてはこの章の後ずにある, 

みください♦ 

ドキーパッドを«!V•の項目をお« 

I 回」.fTTin 

—#のブログラムでは、SOILDフクによってカーサの利»にMする動作力哎 

ゎゥたりします。たとえば、53は力""サを一行下に移«させるのではな 

く，カーサを®かさずに表示内！？をI行分上に移動？せるように史化します。 

Cnvtrt I 

[f}} 
文字をtイプすると、通常はカーサのある場所に文卞がインザートされて， 

その他の文字はeに押されて移®してゆきます。いくつかのブaグラムでは 

"タイプオーバ（上書W ••のモードを！*供しています0この場合、タイプさ 

れた文字はすでに烏るカーサの上にある文字を害き換えていこのよ 

うなプ〇グラムの縟fr、一«的にこの<In«n>キーを使ってタイプオーパ（上 

書き）モードとインサートモードを切り#えることができます。9常はこの 
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キーポードを使う 

場6•、インサートモードなのかどうかt示すためB面に*示が現われます♦ 

■ファンクションキー 

ファンクシaンキーはキーボードの一番上の行にあ01すeこれらのキーの 

W箝はあなたの使用しているプログラムにより決められます。 

MS-DOSでは、たとえば<1=3>を押すことによりISにDOSプロンプトであな 

たがタイプした3マンドをもう一度R示させることができます。•押 

すことでもう一*このコマンドを*行することができますUB^diipicoにて 

MすこともできますJ。 

■エスケープキー ^ 
_K 

Isr1Ctsoキーは-ェスケープ••年一とよび、それぞれのアブリケーシaンプ〇グラ 

) \\ムによっていろいろなB的に使われます。いくつかのプログラムでメニュー 

をS示しているとJに<H*c>を押すと現在のメニューをぬけだし、一つ»*の 

离いメニューに移ることがでSますP 

DOSにおいてはコマンドをタイプしたあとに（<Emcr>を押す曲に> <Esc>を 

押せばパ*7クスラッシュ（日本»モードではV) S*表示？せてこのコマンドを 

キャンセルすることができます,.ここで<&««>を押せば、DOSブロンブトに 

Rることがで> ます0 
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ンべデッドキーを使う 

キーボート•の中で、エンぺデッドキーパフドの#分は2っの這った使い方があります• 

•*常の使い方u，kのキ-"など） 

•数字キーとLて使う（Mや♦、一など）ほとんどの場合文字入力4一としてこれを*う 

事になるでしょう、けれどUTWやスブレフドシートの中で、たくさんのft*を入れた 

い場合にはNUMロックモードにしてこのエンぺデッドキーを®うことがでiます。そ 

れではそのモードについて»明しま十。 

教«データの入力 
エンべデ7ドキーパッドをft*キーとして使用することにより、数觎データの人力を* 

♦にすることができます• JiUMO,クそードにするには<Fn>4<Num>を押します。ス 

チータスLEIWN_UckマークのLEDが.«1する<1単を参两.1ことで、ftttが入力で 

きることをホしています。 



システムファンクションキー(システム制御キー） 

Win800kProコンビュー，のキーボードにはいくつかのコンビューダの®作をKSするた 

めの重*な櫬能があります。 

■システムコンフイグレーシヨン 

Ctrl 丄 

< 

i 

シス，ムコンフイグレーシaンをスタートさせたftとは、必ずシステムfリスタートしなければなり 
熏せん。アプリケーシaンプログラムでuデータをセーブし•プログクムe餺了させてください。そ 
うでない塌金テータの谓失することがありtす。 

司 

:Ctrt>^<AU>—cS>S•押すことで、システムコンフイグレーシaンプログラム 

tXタートさせることができま十。システムコンフイグレ-シaンプログラ 

kにより、システムの状想を決めるための议定を行うことがでさます。さら 

二辞しいことについて、は5章の1•システムコンフイグレーシ3ン”の項目をお 

毫みください& 

キ 

■バワーマネージメント 

/T■’ 

[iyj + p«j 

<Fn>^<E«>t押十ことで•パプテリの使州時■をttftさせるためのサスペン 

K•レジユーム、スタンバイの供(6を校定するバワーマネージメント（PM! 

メニユ•を呼び出すことができます*さらに詳しいことについては5韋の"シ 

スチムコンフイグレーシaンて項EJをおRみください0 

■クロックスピードの選択 

M + 

<Fn>+<T>を押すことで、m/>BoolcProコンビユータのCPUのスビードを高い 

速度(FAST)からftいit* ISLOW)に切り»えることができます，丘い3 

度にすることでよりバッテリのffl*を»えることができます。この®^を行 

うたびにクロプクのスビードが切り譬わります。 
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■サウンド音置調整 

"Vs グ _ ys 

Ml+s 
<Fn>+<F2>を柙すと、1»HH■ウンドの裔量をァップできます0 <Fn>f<F3> 

を押すと逆に下げることができます。使用するァブリケーシaンによって 

は、このを独白に*更するものがあります。その場舍はァブリケーシa 

ン中の音量»定をfltfflして#ttgし直してください0 

また、Windowsでの音1の順6は、このシステムファンクシ3ンキーの代わ 

りにサウンドアブリケーシ3ンの中のボリュームコントロールブログラムを 

使用してくださいサウンド機能を®うをお«みください）。 

■表示切りIfえ 

<Pn>^<Pl>を揮すと現在の*示教匱をTCDOみ' XHTのみ"、"LCD-CRT 

の釅に切り替えることがでさます。CUTを»«していないとこの切り瞽 

えは有场になりません。 

なお、网時*示、LCDのみの各*示方式は、LCDて•»示できる最大の解?t® 

で表示していると >だけサボートされます。 
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日本語入力 

日本冊MS-DOS上にて文字各稽を人力する方法について151明します0 : 

(Microsoft - MS-DOS - Vcnioo6.X'V) 

■文字をタイプするには 

ここでは、ひらがな、カタカナ、アルファベット，ft字、K垮などの入力方法についてR 

明し1す* 

SSの下方に現在の入カモーKを表示しています。準供として<Ah>^<漢字>を押しH本» 

入カモート•にしてください0解除する方法も同じです。 

i 

入力方式 

大きさ 
文字tT)櫓麯 

学霣襯陡 

1.»の種钃 

人力でさる文字の植》は、大きく分けてかなカナ*数のあります。 

ft示 モ-K 切瞽や— < トグル） 

かな ひらがななどの人カモード <ひらがな> 

カナ <snin>4< カダ# ナ> 

夹K 英数等の人カモード <美 

2.大きさ 

入力できる文字の大iさは竿角、仝角の2«»あります。 

豪示 そード «?替キー <トグル） 

率 t角入カモード <半角.•全角> 

全 全角入カモード <争角.•金角> 

半角文字の輟は縈角文字の半分です0 iたひらがなと*字には「分扪しかありません、 
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かな人力a、人力する文rのキーをそのまt押します，たとえorやjを人力したい場合 

は <や> を押します0 

ローマ字人力は、ローマ字をタイプしながら人力します〇たとえurやjを人力するには 

<丫></1>の•番で押します。 

■かな入力のしかた 

かな人力は、キーに印Bされているかなを直接押す::とにより行います0その基本的な方 

法を授明は次のとおりです。 

澴镶としてPOSTのモード*示がrかな人カモード」<rがない伏®Iになっているかを確 

かめます。ローマ字人カモードになっている場分は、<AU>^<ローマ字>にてかな人カモー 

ドに します。 

基本的にキーの右«の文字はかなxカナモードのとさに入力でさ、左例の文字は*数モー 
ドのとき入力が可鉋になります0またキーの下*はそのまま、キーの上*は<ShUt>を押し 

ながら押すと入力できます。 



日本詔幼 

1) ひらがな 

<ひらがな>を押して、rtiai下のモードS示を「かなJにし、»推そのかなキーを押して人 

力します。小さなひらがな（あ、い、ぅ、え、*、つ、ゃ、♦、よ、を〉の場含は、 

<shift>を押したままそのキーを押します♦ 

2) カタカナ 

かタカナ>4•押して函面下のモード表示を「カナ」にし、そのかなを押し人 
力します《小さなカタカナ（T、ィ、ゥ、ェ、才、フ、ャ、ユ、a、ヲ）の場舍は 

<Shift>を押したままそのキーを押します。 

3) »字 

<芙数>を押して、圓面下のモード表示を「英数J:します9 «いて、人力したい数字キー 

を押します。 

4) アルファべット小文字 

<笑败>を押して、圃面下のモード表示をr英rjにします。«いて、人力したいアル7ァ 

ぺフトキーを押します。 

5) アルファべット大文字（1文字） 

<英数> を押して•匾而rのそード*示を「夹BUにLますc Kいて，<Shift>を押しなが 

ら入力したいアルファベ7トキーを押し1す。 

6) アルファべット大文字{通縞） 

く买数>を押して、〇囿下のモードS示を「英数Jにしますc錶いて、<swn>を押Lなが 

ら<英教>を押すとロフクがかかります0そして人力したいアルファぺ7トキーを押Iま 

す〇 

7) かな紀婦（r j •ヶ、•、へI：、cなど） 

<ひらがな>4•押して，S®下のモ_ド表示を「かなJにしit。期いて、入力したいかな 

K牙キーを押します。 

8) 英記号（し翁，$,%，'&, •など） 

<头&>«•押して、HffiTのモード表示を「英ttJにします。蛾いて、入力したい关BK号 

キーを押します9 

BBIキ—ポIド 
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■口_マ字入力のしかた 

灌*として«面Fのモード狡ポがn-マ字人カモード<rが表示されている}になってい 

るかを*かめます0かな人カモードになっている場含は— マ字>で〇— マ字入力 

モードにします。 

英数モード 

<Shift> ♦このキー=棼 

このキー=3 

<Shift>+このキー=】 

このキー=] 

かな、カナそ_ド 

-入力できない 

-入力できない 

一 <Shift> +このキー■ 

-入力できない 

基本的にキーの左«の文字は英数モードで#知になり、右侧はかな記号のみ有効になりま 

す。 

1) ひらがな 
くひらがな>を押して面面下のモード*示を「かな」にし、人力したい文字の〇-マ字を夕 

イプします(W : 「やJなら<Y><A>> •小さなひらがな 

(あ、い、う、え、ぉ•つ、ゃ，办、ょ）の場倉はそのローマ字の前に<x>を，イプし 

ます⑽:「ゃJなら<XxYxA>>。 

2) カタカナ 
<カタカナ>を押して、再面ドのモード*承を「カナJにして人力したい文字のa—マ字を 

，イプします（濟：「ヤJなら<Y><A>)。小さなひらがな 

(ァ、ィ、ゥ、x、才、プ、ャ、ユ、a)の場合はそのn— マ字の前に<x>をタイプし 

ますf例:rヤJなら<XxYxA>J。 

3) 数宇 
rかなj、rカナj、r英»」いずれのモードであっても入力することが町能です0 

4)アルファべット小文字 
ぐ典数>を押して，爾圓下のモード表示をrisftjにします，技いて、人力したいアルファ 
ぺプトキーを押します。 
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日本語入力 

5) アルファべット大文字（1文字） 
<*»>を押して、S面Fのそード表示をl*ftjにしRいて、<swn>を押しなが 
ら入力したいアルフTベ7トキーを押します。 

6) アル7ァベット大文字（連纊） 
<英数>を押して、a*®下のモード*示をr英»」にします。硖いて、<smft>を押しなが 

ら <英&>を押すとロックがかかります0そして入力したいアルファべ7トキーを押しま 

す。 

7) かなC号 < しJ •ヶ，•、tなど） 
<ひらがな>を押して、W面下のモード表示を「かなJにします。*いて％人力したいかな 

E兮キーを押します， 

8) 芙E- (1,¢，#，$，、'&，•など） 

<英»>を押して、面圍下のモード表示をr英ftjにします。校いて、入力したい英ttie号 

キーを押しiす0 

■漢字を入力する 

Micrasofl - MS-DOS - Vmion6ユの添付マニュアル"0本Jg入カガイドMSIME••に入力方 

法が8d«されていますので、ご参照顧います。 

■コード入カモード 

M»cm«oft • MS-DOS • Vc«ioo6.2/Vの逢付マニュアル••日本*人カガ< ドMSIME••に入力方 

法がE載されていますので、ご*照顆います。 

1^1 i Tボ—ド 
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バツテ!； • 

鲁このmでは 
•パツテI；パックを充霞ずる 

•パツテリパックを使う 

•パツテy/rクーをる 

•パツテL/パックを交換ずる 

ソーテックVV/rtSoo^ Proコンピュータは100*240V単相の交液電源 

からACアダプタを使ってtt動するか、烹たは内蔵の充電式バッチリ 

パックにより、IBBする事がで#5す0この意で《ACアダプタと 

パッテリ電*についての一部の靈璺な»明と淌賛電力のft•滅（パ 

ワーセーブ）の方法t含め解脱しています• •はじめるまえに•にあ 

る各注*:などをご理解!*いていないようでしたらおKみくださ 



バッテリで動作させる 

システムが出*?れるときには、内蔵のバフテリパックは光電されていません。パブテリ 

でシステムを動作させる期に、パ，テリパックの充電を完全に行ってください。 

■バッテリバックを充*する 

コンビュータにパプチリパブクを装着しACアダプタを*狭し、充HLEDが！*色点灯状穿 

になるまで、その3まにしておきます。聚增を充電するには»2時W30分かかります。充 

電は:Jンビューダのft用中でも行われます0 

■充電LED 

LCD*面の下«のまんなかにある充電LEDは、現在のパプチリパックの状®を示していま 

す。もし完全に充*されていれ<XLEDU鳒ftでA灯しています。オレンジfeで点JTしてい 

ればパフチリパックは充鼇中であることを示しています。パッチりパックが人っていな 

い，またはバッテリパ7クが入っていてもACアダプタカ囀*されていない場灯し 

ていますD 

LEDJO成灯 | 状® 

オレンジ色.由.打 パプ*?•リパックは充電中で突仝;こ充電はされていません• 

好色A灯 パブテリパソクは満充蕙になっていま十f 

梢灯 

■バッテリパックの充aモード 

WfriBoo*Proコンビユ_，ではパ7テリパプクはシステムがパワ*-オブでもパワーオンの 

ときでも急速充1を行います。 



パッテUで動作させる 

■バッテリの放電の状*を知る 

パッナリパックの使用中にパッチリの残置が少なくなった場fr (〇-バツテリ）、以下の 

2つの方法でコンビュータが蕃冉を癸します。 

•電源LEDが好からオレンジに変化する 

•約16秒ごとに"ビッ"という#がする 

これらの警告が茫せられた場合には、すぐにコンピュータのデータをセーブし、ACtダ 

ブタでシスチム4才7にして充電を行うか、バッテリバブクを交換してください{この窣 

の後半のバフテリパフクの交換の項目をおHみください〉。 

また、パ7ーマネ-ジメントメニューにおいてBaocryLi>w:の項目がSuspendに〇定されて 

いる場合，システムはパッチリの?»がたいへん少なくなったとSに自動的にコンビユー 

夕の現在*行中のプログラムを停止し、サスペンド状®に入ります。Baticry Low：0*y 

がWamOnly (瞥吿のみ）になっている場含にパフテリパフクの溶:*がなくなった時 

.4でシステムは電源がきれてしまいます。 

システムの利用をされる場frにはACTグプタを裉鑛し，バッテリパックを交換して 

ください0 ACアダブダを接«、遏鬣が確歧されたのち、キーポードを押すか、鼇薄ス 

イツチを押してレジュー厶させてください。 

# ローバッテリのtt■の**操作堯繕»すると、操作中のヂータの濂失あるいttプログ9ムファイルな 

どの•肩失をffう15それがftり，す。 

■バッテリのパワーを》約する 

コンビュータの使い方により、パフチリパックの使は*化しまナ。パブテりパブク 

の*力を®約するために以下にいくつかのヒントを示Lます。 

• LCDの职明■めてWinBooftPTOコンビュー，の各情*砵品を使用しないとiにはID* 

を切ってしまう0 

•パワー能を活用する（5韋に松明されています> „ ftにグローパルスタンパイ 

そードでは消費電力S* ftめて少なくすることが可*ですc 

•サスペンド•レジュームモードを«用する。 

tた以Tの行為は#!費電力の増大を相きます•> 

•ハ—ドディスクまたはフロッピーディスクをアクセスする• 

• メモリを追加する（オプシ，>11八\1モジュール〉。 

•CPUにたくさん計算をさせる•:W*に計算を行わせるブログラムを*行するより、ェ 

デイタなどのブログ9ムのほうがより消**力が少なくてすみます）。 
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サスペン ーム機能を使う 

サスペンド•レジュームモードをパワーマネージメントメニューにて1沢する（5拳の”シ 

Xテム]ンブイグレーシaン••の項目に说明されています。）ことにより、]ンビ1-， 

をオフの状*にしてもサスペンド伏@に艨持させることができます•この機能を使うと、 

たいへん少ない電力で、現在使用中のオペレーテイングシステム、アブリケーシ》ンをそ 

のままの状簾でメモリの中に保持させていくことができます。コンビュータをオンにする 

と、元の状sにa爆させる事ができます》 

ただし、少*の奶でも*畤閜放量しておくとパフテリパックの電力は？fl費されているた 

め％コンビュータを長時閡サスペンド伏〇にしておくことはおすすめで>ません。 

■バッテリパックを交換する 

このセクシaンでは、どのようにしてパッテリパックを交換するかについてR明していま 

このコンビュータ霹用のバ7チリパック以外の電油を使用す恭と，爆発、火典のfiるおそれがAリま 

^|pT すのT+分ごii意ください•ソー爹ック魏正のソーテックPioコンピュータ專用バッチリ 

パックfご使货ください•》た_パッテリパックの分《壤.火中への校入、mm. «子のis鎢な 

どはII於に行わないでください• 

コンビユー，力TB作している状» (サスペンド中も含みます）では、ACアダプタを播貌 

してACアダプタから霉*が供捃されているときのみ、バッテリパックを交換することが 

で#ます〇 

B パクテリパックt交_する的に，霄深LEDがUSに威灯していることtお»か® くだ 

さい，鲦tたはオレンジの«鳙ではパッチリバ7クの交換UTきtせん0もしこのよ 

うな塌含はコンピュータのデータtディスクセーブするか.ACアダプタ鼇さしこん 

で、アダプタからの電潭供篇を行ってください• 

rの交ftは以下のよ 



を裹4 

リで動作させる 

3)パッテリパックが少した上が*)ます〇で、そのaま離かにバフテリパックの前方 

向の緣を持ち上げて取り外します， 

4)交換用のパッチリパックを*着します。パ7チリパックの鴆子囬がコンビュー，の 

にmかう方mにして、バフテリパックの後ろ*！の突を光に«着エリアにあわせては 

め込みます。そのあと期の®分を®かにはめてゅき、パッチリバク取り外しボタンが 

ラッチするまで鼹かに押し込みます。 





システムコンフイグレーシヨン* 5 
籲この章では 
•システムjンフイグレーシ3ンについr 
•システムコンフィグレーションをスタートさせる 

• ノ rクーマネージメントメニューをスタートさせる 

ソーテックwheookPTOコンビユ•夕に«み込まれているシステム 

コンフィグレーションブログラムは、碁本的な各WIWEt確Bした 

り、»3：を#更したりするために使用されます0また、メモリの® 

量.オブシaンを着K、CPUのスビードそ変5、システムのセキュ 

リティ、パワーマネージメントのMr定5Bなどその他の目的にも# 

用されます。 

この章ではシステムコンフイグレーシaンプログラム奄スタートさ 
せ、使うまでを败明し*す。 



システムコンフィグレーションについて 

W的8ook巧0コンビューダは、オフの扶«でもいくつかの«薺な情«を記豫しています。 

シスチムをスタートさ甘るとき、いつもこの情報がシステムにRみ込まれます♦ 

システムコンフイグレーシ3ンブログ，ムは以下の項目を行うことができ:tす。 

• B付と畤Kを史更する。 

•增投したオプシ3ンの状9をBrtEするa 

• Sfc存のハードウエアの*能を奕®する◊ 

•パスワードのK定更を行う， 

•パフテリの使罔時間を長くするため•バワーマネージメント(pm) «鉅を使う。 

また、現在のシステムの校定状»を知るためにシステムコンブイグレーシaンプログラム 

を«うこともできます•>シスチムコンフイグレーシ3ンを终了させるときにはJftgされた 

内容をシステムに反映させるため、システムU必ずリブートされますcこのとS以翁にメ 

モリ上に存在していたすベてのブaグラム及びデータが消*しますので、ご注意くださ 



システムコンフィグレーションをスタートさせる 

システムコンブイグレーシaンブ13グラムはメモリの中に貫駐しています。これをスター 

卜させるに WDOS プロンプト 《つまりアブリケーシヨンプログラムや、Wlndwsの実行中 

ではありません）で<Cm>4<AU>4<5>を押します。システムコンフ< グレーシaンメ 

ニューが以下のように現れますc 

このメニューは一*上の行に示されるような各サブメニューにその日的に応じて分れてい 

ます。 

，サブ〆二- 

f StaMax^ frffarcnoes VGA Menory Potertot Defiulta 

Sy« xw “奶嫌 12:00:00 

Bas« Mcaory 
bctmled tfeoory 
Shado* Ucwory 
Reserved Meoor/ 
Toul \Uaory 

7168IS 

—Peripherals 
CON Port A 
StickPointer 
LPT Port Address 

CDNl(3F8h) 
Ehkble 

lPn(378IO 
Ehalbe 

Installed 

,-Dri 

Diskett« Drive A 

Type CyU Hoods SPT IZait Prect*p Siza 

Hard Disk 1 

ESC to exit - F10 to save chances 

明 
装3•されていtHDD爷メモリのにより上J2の表承内Kは！！際のモデルとIIなる壜 

含が骞け黧す》 

現在の校定の状況が一*となって囡面に表示されています。それぞれのサブメニューはブ 

ルダウン式に*示されます。 

これらのサブメニューは左右のカーサ移ISキーにより、それぞれ還沢することがで>2 

す。眩定したい項目のサブメニューに移動し、今#は上下のカーサ移®キーを押すことに 

よって、それぞれのサブメニューの中の各項目を選択します。また<Esc>を押すことによ 

り、终了サブメニューに移動することができます0 

シ 

h 
□ 
ン 
フ 
イ 
グ 
レ 
I 

シ 
3 

ン 

■Standard (スタンダードサフメニュー） 

このサブ/ニューには以下の»定項目がありますむKigw容の*eを行う上卞力ーサ«釣 

キーを押して希望の項目に*®カーソルを移肋？せ<£oum>をタイプします。 
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1)Date 

カレンダの日付t*更します。表示されているのが，現在股定されている日付です〇変 

Sの必*があれば、左右カーサ林動キーを*つて*更したい月、H、年のところへ方_ 

ザを移動し* R字キーを使って希望十るH付を人力してください• «宇は月/日/平の順 

香に*んでいます。入力が終わったら、<Emcr>S•押しまナ。*更せずに元へ庚るとき 

には<&〇を押します。 

2) Time 

時針の時«を変更します。我示されているのが現在設定されている咚刻です。*更の必 

雯があれば、左右カーサ移»キーを使って宏更したい時、分、秒のところへカーサを枝 

»し、«字キーを使って希a十る時籾を人力してくだ？い。数字は時••分办の醎*に並 

んでいます。人力が終わったら、<Ei«er>を挿します0饔更せずに元へ霣るとさにa 

<E*oを押します。 

3) COM PortA 

コンビュータの背面にある、シリアル:Kートコネクタのボート@を行うことがでさま 

す。通常UC0M1 ：3F5hlにttsgしてお# iす。«明されるアブリケーシ3ンブログ， 

ムのfflftなどにより，このボートを*更十るときには上下力ーサ«®キーを使用し 
て、COMIからCOVMまでを変更することができます。なお、シリアルボートを3 

ンビュータ上からaえない设^にするとsにはDiwWcを選沢してください*選択を％ 了 
したら、<Ento> を押してください0变«せずに元へRると > には<Esc>f押します〇デ 

フオルトShgではCOMUこなります。 

4) StickPointer 

シリアルマウスを««して使.HIしたいときには、このK定t®更して内*ステイプ 

クボイン，を®作をしないようにすることができます。«明するソフトウエアによっ 

ては、ステイ7クポイン少とシリアルマウスを接*している場合，常にスティックボイ 

ンタを*先的に検出して_作してしまうものがあります•このポート»定を*更すると 

きには上下*力ーサ移ftキーを使用して、Di»WcとEniWeにを««することができま 

す遵衣を宅了したら、<Rmcoを押してください。変更せずに元へRるときには<E«o 

を押します。デフオルト»定ではEn*hkになります〇 

5) LPT Port Address 

プリンタボートのボートを行うことができます。a常、ボート»定au>Ti 

(37»h)にしてお$ます。使用するプログラムの«合により、このボートR定を*更す 

るときには、上下力ーサ移*キーS*使用してLPTIからLPT3まですることが 
できます。コンビユー，からプリンタボートを見えないようにしたい場合•は、Disableを 

選択してください。選択を完了したら、<£mer>f押してください3 *更せずに元へ6? 

るときには<E»c>を押します。デフォルトR定でULPTIになります0 
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6) Diskette Drive 

7口7ビーデ< スクドヲイ（FDD】の設宠を行います。FDDの動作を強«的に孩止し 



たい場frにのみを«史することがでS1す• *常はこの»逆はM4MBとしておい 

てください《»デフオルト位«では*1.44X18••になっています*; 

ます。ソーチックWlnBookProコンビュータでは 

7) Hard Disk 

ハードディスクドウイプの#№4■行います。ソーチックWlnBookProコンピュータでは 

この校•定は常にDiskは"Auto••にしておかなくてはなりません。その位のB定を行 

うとシスチムは正しく動作する：：とがで各ませんのでご注意:ください。HAuio"を*択す 

ることで、WirTBookProはHDDの容量を自動的にE*しシステムを立ちあげfすがハ~ 

卜•ディスクド，イブ(HDD)を交挟した場色は一*シスチムコンフィグレーシヨンtス 

タートさせHDD<r>容*を確ffi後終了させる必*があります*デフォルト拉逆では-AuW 

になっています。なお，特別なCKgを行いたい蜗合は上下力ーサ移動キーを使用してそ 

のS定を選択し、<Emer>5•押してください。*Sしない場分には<Esc>を拜します。 

8) Sound 

サウンド0路を禁止します。PCMCIAスロットに利のサウンドカードまたは弊社MMU- 

20004■»«する押にはこのK定を•THxibtc”にLます： 

これ以外の場合*U常に-EmWc"にしておきます。デブ*ルト14定ではMEnablc"です。 

■Preferences (プリファレンスサブメニュー） 

このサブメニューには以下 

キーを押して希aの項uに 

rのBTE項I 
こ汉転カー 

目があり2す0 e定内容の*更を行う上下カーサ移《 

ソルを移肋させ<E/wcr>をタイプします0 

1)Quick Boot 

リ七ット時に行われるメモリテストを行わずにブートを行うようにliftします。これに 

より、より早いシステムの立ち上げを行うことができます。チXプクマーク••が 

Quick Boc•の*示の左*に*示されているときにこのが_きます，ここでもう一* 

<Et*U!r>t»せばこの*能を解除tることができます*デフ♦ルトではこの機能は禁止 

されています。 

2) Typ^matic Rate 

キーボードのキーを神しつづけたiさのオートリビートの閜隔を胶定します。30文字/ 

秒(30CPS)から2文字/fr (2CPS)までを暹択でさます。好みの胶定を行ってくださ 

い。カーサ上下«Bキーを押して*択し、<£««>を押します•>狡定を行わない場合は 

<Esoを押します0デフオルトではI0CPS (10文字/抄》の3¢に拉定されています0 

3) Typematic Delay 

キーポードのキーを押してからオートリビートの始まるまでの11¢時間をします《 

250ミリ杪{250ms)から10005リ汐(lOOOmi)までを*f?できます0好みのR定を 

行ってください。ガーサ上T移動キーを押して選択し、<Emci>を押します。BhEtff 

わない場倉は<Esoを押しますcデフ十ルトでliiOOnw (0^)の畤躅胶^になってい 

ます。 

システムコンフイグレーシヨンをスタートさせる 5章システムnンフィグレ—シヨン 
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4) Boot Password 

シスナムtスタートさせたときに、*SS*のためにパスワードをtt定することができ 

ます。この項目で<Enler>を押すとシステムがパス7— ドを入力するように聞いてきま 

す。4文字から8文字のftさでパスワードを人力します。パスワードに使用できるのは 

英、»字キーだけです。2BPIじパスワードを人力することによりそのパスワードカ 

け入れられます•パスワードは«かにメモするなどして、忘れないようにしてくださ 

い。次回のシステムの立ち上がり時に以下のよう圃面でシスチムはパス7— ドの入力を 

*求してきます。正しいパスワードをタイプしてください< 鬻1った人力を行った場& 

は、3回まで再*求を行います。3Bとも閎違えた場合には、システムはリブートしま 

Enter yoor BOOT PAS910«) 

パスワードをSれた場合には、ソーチックチクニカルサボートセンタfでご違絡くだ？ 

5) SCU Password 
システムコン*7ィグレーシsンメニューをスタートさせるときに、パスワードをft®す 

ることができます0この項目で<EnlCr>を押すとシステムがパスワードを入力するよう 

に聞いてきます。4文字から8文字の長さでパスワードを押します，パスワードに使用で 

きるのは英、R字キーだけです。2囬Rじパスワードを入カナることにより、そのパス 

ワードが受け入れられます。パスワードは何かにメモするなどして、忘れないようにし 

てください次回のシステムコンフ< グレーシ3ンのスタート旰に以下の人力Kifti力嘴 

れますのでここで正しいパスワードをタイブしてください0間違った人力を行った場介 

は、3囬までW*求を行いますc 3间とも*I*えた場合には、システムはリブートしま 

Enter your SETUP PASSWORD. 

6) First Boot 

システムはフロツビーディスク、ハードデイスクまたは1Cカードのいずれからもブート 

させること力可鼸です（ただし装着メディアが正Lくブートできるように害き込fれて 

いることが必*です〉。a常はドライブaのフロフビーディスクをraに行き、もしメ 

デイTが着されていなければハードデイスクからブートし、ハードディスクがなけれ 

ば1Cカードからブートを行います0上下カーサ移動キーを押してどのデバイスからブー 

卜を最初に行うかをK56します。遘択を決定したら、<Emcr>を押しますc. を行わ 

ないときには<E*oを押します。デフォルトはド9イブ八つ，りフロ 7ビーディスクか 

ら最Wにブートを行うようになっています。 
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システムコンフィグレーションをスタートさせる 

■VGA (VGAサブメニュー） 

このサブメニューには以下のBRg項Bがあります。内容の*更を行う上下力ーサ移 

»キーを押して希3の項目に反転力'-ソルを稃ftさせ，<Emcr>をタイプします。 

1)Display Mode 
外Wcm•とLCIK) S示をど〇ように行うかを设定します。BOTHを邐沢するとCRT、 

LCDB時に*示（サイマルデイスブレイ）し、LCDJSI?するとLCDにのみ表示しま 

す。CRTを*択するとCRTにのみ表示Lます。上下カーサ移勤キーを押して選択を決定 
したら、くEmer>l•押し1す，故Tgを行わないときには<cEsot押してください。デフ貧 

ルトはLCDになっています。 

■Memory (メモリサブメニュー） 

このサブメニュ^•には以rのR1E項Bがあります0 ES内Sの*更を行う上下カーサWft 

キーを押して希aの項mこ反Kカーソルを移齡させ、<Entcr>をタイプします參 

1)Cache Enable 

CPU内部のキャ7シュメモリのlb作を行うかどうかを較淀しますc特に必受のないMり 

これUOcbcEnaWcO状»で使用してください。キャブシュを禁止するとシスチムの* 

理スビードは« くなります，デフオルトでキヤフシュ栅建は生かされています。 

■Power Management (パワーマネージメントサブメニュー） 

この項目を道沢して<Emw>を押すか、上下力'-サ移動キーを押すとパ7— マネージメン 

トメニューIPMメニュー）をスタートさせることができます：»しい内容はこの先の•パ 
ワーマネージメントメニューをスタートさせる•の項目をお嫌みください♦ PM メニューを 

終了させるとここに*って>ます0 

■Defaults (デフオルトサブメニュ—〉 

この目を選択して<£««>を押すか、上下カーサ移動キーを押すとシステムコンフィグレー 

シaンのデフォルト值をBKすることができます。各找定項目の内容はは下のとおりです。 

Standard デ7♦ルト值 明 

Dice No effect デ7★ル）*4iありません 

Tiwui NoefTtci f 7ォルトはありません 

COM POUT A COMI 13F«h) シリアルポートはCOMI故定 

StickPd4nicr Enable 

LFTPwt AikJfttt lpti urn) ブリン，ボーVはLPTI 

Dnhellt Drive 144MB FDOCI.MMB 

Hud Disk 1 Amo 目n辟 

Soaid Entblr 

5章システムコンフイグレ—シヨン 
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■Exit (終T) 

この®Dを還衣して上下カーサft®キーを押すか、<En®CT>を押すと終了サブメニューが 

表示されます。内容を«更していなければ以下のようなRボになり、<Esoを押せば 

システムコンブrグレーシaンメニューを終了します，そのKのキーを押せの®更 

を縧狭することがで> ます3 

ESC to exit now Any othar kay to oontinue 

R定を*更している場合は、以下のようなR示になりますf. 

Do you wish to sav^ your changes? ESC to exit - ENTER to save and exit 

Any other kay to oonlinuo 

E定内容をリチウム*池でパフクアップされたメモリにE值させて終了させるためには 

<Emcr>を押します。システムをメモリに込んでからシステムコンフイグレーシ3ン 
メニューを終了させますa故淀を変更しないで終了する場合は、<E»c>を押してくださ 

い。突*を*韃する場分には«かその他のキーを押してください。 

なお、そのttのサブメニューを遭択中に<E«>を押すことで終了サブメニューU移勤する 

ことができます0またぜ10> を押すことで、メモリに内容を£*させることができi 
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ESC to exit - F10 to avo changes 

現在のの伏«が一*となって爾面に*示されています。それぞれのサブメニューはブ 

ルダウン式に衣示されます， 

これらのサブメニューは左右のカーサ»動キーにより、それぞれ灞沢することがでJま 

す今したい項自のサブメニューに»»し、今*は上下の力ーサ移動キーを押すことに 

よって，それぞれのサブメニューの中の各項目を*沢します。この時<feoを押すと終/ 

のサブメニ;L一に移ることがで5ます。 

■Controls (コントロールサブメニュー） 

このサブメニューには以下のK定項きがあります。Kig内容の変更を行う上fカーサ移B 

キーを押して希Sの項目に#Sカーソルを移動させ、•押しfす。 

1)Power Savings (パワーセーブ） 
シスチムのパワーセーブ費どのようなときに有効にナるかをR定します。Ah^ysを 

眩*すると、パッテリパフク-acアダプタどちらのm*を«用していてもパ7-セーブ 

櫬絶はいっも有效になります0 Baocryを校®すると、パフテリパフクを使用していると 

きのみ、パワーセーブ機能为嗜効になります。Disableを拉定すると、パワーセーブ 

は_劫になりますc上Tカーサ移動キーを押して項BをK定したのち，<&»比1>を押し 

DisAb 

nys Ch 
■ays On 

Auto Suspend 
Vi(teo Monito 

パワーマ 

卜させる 

が以Tのよ• 

一をスタートさせる パワーマ不一 システムnンフイグレ—シヨン 
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ます0 »定を行わないときには<Eaoを押しまナ《デプ•ルト»定はAlwaysです。 

2) Power Switch (** スイッチ） 

蕙*スイフチの#鼈を切り簧えます0罐*スイ7チを押すことによりシステムをパワー 

オン•オフさせるか、サスペンド•レジュームさせるかそ*沢します0 On_Offを*択する 

と電*スイ/チはオン•オフ«砟になり2す，SuspcmiTtoumclr道択すると**又イッ 

チはサスペンド•レジューム*舵になります0上下カーサキーを押して*0を選択 

したのち、<&ucoを押します。»定を行わないtきには<E*oを押します。デフォルト 

皎定はSiupcndHewnic :サスペンド•レジューム）です• 

3) Battery Low Suspend (バフテリ容■低下時にサスペンド） 

パッテリ容置が少なくなったときにシステムをどのように飭作させるかを遘«します。 
システムは*池容量が少なくなったとき自動的に電SLEDの色を!*からオレンジに*化 

させ、また力をB約するため、CPUの動作3*を旺下させますこのとき，ス 

ビーカからは16沙毎にビフと咅が発生しiす0 WtniOnlyを*択すると、システムは動 

作出来る限界众にてサスペンドします。S«pcndを還沢すると、ある«*余格を持って 

サXペンドに入ります。チx•フクマークV力nBancryLowの农示の左*に*示されて 

いるときはSuspcfKJ (サスペンド）になり、ナiフクマーク*がftい場合はWun 

Only (譬吿のみ）となります。ここでもう一*<Eni«>を押せばこの後能を切り替える 

ことができます。デフオルトではWarn Only (警告のみ）となっています。なおメ 

ニュー®面のCcntrolsと表示された：5J目のBaUcryLwの項目でもその眩史を*眩するこ 

とができます♦ 

丨vノびウレ•ンユー众ぐwいgoし、 

システムにはレジュームさせるだけのW置つていません。必ずACアダプタを»儒してから、レ 

ジュームさせて<ださい• 

4) Alarm Resume (時WK®によるレジューム〉 

あらかじめ投定した昤«にシステムをレジュームさせること力*1*1雄です。この機能をK 

定ナるにはアヲーム時刻のが必®です。この項目にてを押すと以下のよう 

な5忝が出てiてアラームレジュームを行うかをMいてきます。故定を行うなら上T 

カーサ移動年一を押して**をEntbk (勳作許！^にして、<Emcr>を押しfすc «にア 

ラームレジュームを；t止したいならここで表示ji^Diablc l«ih>となるようにして、 

<&^ゥを押します，4?¢がEnaMcになっているとチェvクマークがAUrmReiumc 

S示の左供!に現れます。デフォルトでこの*能は禁止されていますe 

Use ARROWS to Enalbe/Dlsabie Alar_ Enable 

のあと以下のようなアラーム畤«设定を行うための*本がでてきますので希aの咚刻 

S定をS更します。時•分のカーソルの位置を«更するには左右カーサ移»キー 



l 〇〇费wじたで使用されるときは内s がこもらないようにimiしの 

ろにおいてご使用くださいV内解暹廬が上!！しすぎた場金にU過熟保«»■ 
し、シス，ムの動作スビート•が灞くなることがあります•このようなと霣にはシステ 

MLCOを«じたままご便用になった後、Mが下がらないうろにLCDIII■を颺けて瓮用 

された壜含.LCD上に表承のムラが現れる埸含がありますが、こnutt鼸ではありt 

せん•しばらくたてばこのムラは鎌くなリ家す* 

6) High Spe«d Com Port 

シリアルポートにて9600BPS以上の*违なモデムなどをお使いになる場舍、または 

9600BPS以上の离連なFAXMODEM〗Cカードをお使いになる場合■はこの項目で<Emer> 

を押し拉定を**してください。チェックマーク“ノ”がHigh Speed Cofn Portの表ホの 
左俩に現れた場合は、胃BPS以上の*«fe送が町隹です。チェックマークが無い場合 

は9600BPS以上の高*シリアル転送中においてデータが正しく転送できなV、場ftがあり 

ます。デフ*ルトでは消*電力瞅溅の為チェ7クマークなLUしています。 

7) PC Speaker Enable (PCスビ■力のオンオフ〉 
PCスビーカから出る音を禁止します。この項目で<&11«>を押すと81:¢の変更を行うこ 

とができます。チェvクマーク**/•がBccpcrOo*Offの衣ボの左Hに珙れたとJはX 

ビーカから音が出る状» (オン〉になります。デフfルトでPCスビーカの音はオンに 

なっています。 

5) Cover Switch (LCD*置を朗じたときの»定） 
LCDをWじたときのコンビュータの動作を遘択することがでさます。LCDを閉じたら自 

動的にザスペンド次®になる»定と、LCDを«じてもコンビュータはそのまま»作を» 

けるE5gです。通常はサスペンド«定でご使用ください。肋作をしつづけるようにK定 

することでLCDを!IJじて、外*キーボード、外部CRTを#統してIVVtSck^Pのをデスク 
卜•ノブコンピュータのように使うことができるようになります。この:«0で<E«ef>を 

押すとSwpcodまたはLCD OivOffの還択を上Tカーサー移®キーで行うことができま 

す。デフオルトはSuspendです。 

ゝ。*更が終 

だ：•い。 

それぞれの®を*更するには上下カーサ移動キーを使用してく 

たら<F«cr>そ押してください〇変史しないときには<Esoを柙 

一をスタートさせる パワーマネージメントメニニ システムnンフイグレ—シヨン 

この機舵豪利颺してr春るのcipcスピーカと呼ばれ黍纛の镶鼸と、pcmciaカー 

ドから出力される酱の機味のみTti 



■System (システムサブメニユー） 

1)CPU Idle (CPUのアイドル议定〉 
システムが一定吟PJR勘していないと利断した場かこ、自動的にCPUのク〇 •ノクスビー 

ドを®くするための癱IIです。この稼動していない特閭リミフトの»定をここで行うこ 

とがで&ます。この項BT<Hmer>4•押すと4枚から16秒までの遘択を上下ガーサ移動 

キーにて行うことができ1す，この»«6耷使用しないとさにはDi»Weを選択してくださ 

い。希3の畤簡设Sの位!■で<Kiuct>を押十とB定されます。を行わないときには 

<E«>を押してください。デフォルトaDisabte (期止）です。 

アイドル伏®《クロプクの下がった状snでキーボート•を押十などアクシaンt起こす 

とCPUのスビ_ドは自動的に元の«*に««します。 

M メモリの中だけで針霣を行うようなプログクムt寅行している場含にCの！fctを行う 

と，Mitt镰の轜出が正しくで#ないことがあり.CPUのスビーちTし重い貧 

す。このようなと#に“CPU m»TUD<Mb»eにしてご使用ください， 

2) Global Standby (グローバルスタンバイ） 

シスチムが一定時閜«動していないとした場合に、自動的にシステムの各部拙の* 

«をオフにしてしまうためのです。このとJシステムは動作を停止I、表示（LCD 

とCRT1はしなくなります。 

この*ftしていない時間リミワトの校定をここで行うことができます。この項目で<En- 

!«>を押すとI分から16分の閡でのjg«を上下勿ーサ移動キーにて行うことができます• 

この嫌能を使用しないときにUDhubleを還してください。希望の時WK定の位置で 

<Emer>5•押すとされます。»定を行わないときには<Esc>t押してください。デ 

ブ*ルトはDisableです0 

グa— パルス，ンバイ状®でキーボードをJTt■などTクシaンt起こすとシステムはグ 

ローバルスタンバイに人る以讲の状想にa埽します， 

H メモリの中だけ？針霣f行うようなプログラム％賞行していft場含にこのIttt行う 

と' 梅fctt®の檜wゲ正しくで，ないことが•り.グa-パルスタンパイになってし 

まうことがありtt\このようなと#にはG_Sta_!«UC>sabieにしてご使用 

3) Auto Suspend (才ートサスペンド） 

システムが-•定時*«動していないと利断した場合に、白»的にシステムをサスペンド 

させるための機能です0このとさシステムのB作は停止し、RWも消えます〇館出のグ 

ローパルスタンバイよりさらに枘費*itは少なくなります。 

この«動していない*$明リミットのK*定をここで行うことができます。この項 

lcr>を押すとI分から605}•のWでの遵択を上下カーサ移»キーにて行うことができます„ 

この供能を使用しないときにはDisiiblcを*択してください。希SのKfWB突の位Bで 
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H メモリの中だけでIt霣€行うようなプログラム奢*行している場合このl»f行 

うとk锖fcj«•の櫓出ゲ正しくTきない;：とがあり、サスペンド状轚になってしまう 

ことがあり家す*このようなときにClAutoSuspondl«はにしTご使用くだ 

さぃ. 

4) Video Monitoring (ビデオモニタリング） 

上1£3植嬢のバワー七ーブ機鼈を使用していると#に，アブリケーシaンプ〇グ，ムに 

よってはこの供ffiをしたはうがより効果的にパワーセーブでiる場ftがあります。 

この項目で<Eniei>を押し、チェフクマークがVldcoMoftkorl坤衣づ•くの左羹に現れ 

ると、この*能が生かされています*デフすルトでこの*能は禁止されています0 

■Device (デバイスサブメニユ國） 

このサブメニューには以下の狡定項0があります。内容の変更を行う上下カーサ移K 

キーを押して希Sの項目U«Sカーソルを移®させ、<EnU=r>を押します。 

1)Video (ビデオ部） 

一定»問キーボードからの人力をしていないとした場合に，自K的にLCD.CRT我 

示回»の««をオフにする«轮ですPこのとiシスナムの表示は渭えますが、動作は縑 

•しています。この項目で<Emcr>を押すと丨分からJ6分iでの時間遘枚を上下カーサ移 

勛キーにて行うことができます。この•使用しないときにはAlw»y»Onを狀しま 

す。<&««>を押すとされます。デフォルトでAh^ynOoになっています。 

2) Hard disk (ハードディスク部） 

一定畤閜キーボードからの人力がないか、ハードディスク俠用がなかったと科»した 

埸台•に自動的にHDDの電源をオブにする後能ですこのとSHDCW笔通はオフになり 

ますが®のシステムの動作は継嫌しています，この項BT<Emer>を柙すと1分から16分 

fでの咚問*択t上下カーサ移Bキーにて行うことがでSiteこの«(6を使用しない 

ときにはAlwayjOnを遵択し1す0 <Eiuei>を押すとB突されます。デフォルトでAiwa” 

Onになっています众 

■Defaults (デフオルトサブメニユ•） 

この項目tat衣して<&1〇>を押すか、上下カーサ移勳キーを押すとパワーマ冬ージメントメ 

ニューのデフすルト隹をることができます，各iiJttE®Sの内容は以下のとおりです。 

-1 
<Ehlcr>を押すと狡定されますf設定を行わない時; 

ルトはDisableです。 

サスペンド状fflからの復帰（レジューム）はキーホ 

スイプチを押すかにより行うことがでさます（アラ tーム、モデム鼉ftlfび出 

数秒を必雯としますr 

システムnンフィグレ—シヨン 
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この項目を*択して上下カーサ移動キーを押すか，<Er«er>を押すと終了サブメニューが 

表示されます，tt«内容を«更していなけれIXW下のような表示になり• <E«>を釋せば 
パワーマネージメントメニューを終了します。その他のキーを押せiXg«gの資史を継*す 

ることができます。 



サウンド機能を使う• 

參この章では 
•サウンド機能の_ 

• WINDOWSでのサウンド懺能利用 

• DOSでのサウンド微能 

•サウンド醬能の再インストール 

ソーテックWinSookProコンピュータ能サウンド機鳜を«戴 

しており、この*能して音解の取り込みや再生、などf 

行？ことができます。 



サウンド機能 

tVLnBookPfoには16ビフトスチレオサウンドをサボートするが搭*されています。こ 

の機能により、撩*したS響*Sあるいはマイクから音声を»眘し、編集、再生させるこ 

とができます。 

■内»スビーカ 

内«スビーカはモノラルのみの機铯（Lチヤ本ル〉です〇このスピーカからは以下の5植 

»の8リの音*から耷をサウンドミキサ撇*にて合出力することが可能です0 

音の»生* nm 
PCスビー办 m来のコンビュー，にゥいているいわゆる-ビープ音••を萁牛す 

る音声です。 

PCMCU，-ド PCMCIA力ードから«生する音声で十，ただし，PCMCIAで资 

のft生めniittな力‘ドを嬤着し、適定されている場合に* 

ります•（モデムカードなど） 

デジ，ル，ウンドIttt 16ビツトDAコンパー，t使用したせウンドP1路からめステレオ 

再免齎声〇 

マイク入力 

UNE IN人力 

それぞれのナヤ本ルはミキサ回路を経由して音量:が調nされ、增««をaじてスピーカに 

»«されています。ミフクスされた裔声は<Fn>wF2> と<Fn>^<F3> にて***整十るこ 

とがです0 (3寧をご* ください》 

■外部スビ_力纗子 

ステレオ外»スビーカをこの*子に»«tれぱ、ステレオサウンドをW生することがで> 

ます。出力されるサウンドは上Eの内«スピーカの»明と网じでナ。 

■マイク入力纗子 

モノラルのマfクをこの*孑に裱«すれば、マイクからの音声をコンピュータに取り込む 

こiができます《 

■LINE INtt!子 

cdプレーヤなどのg響供器のuNEOirn•チ出力を:：の}*子に»«すれば、SWR5の音 

声などをコンピュータに取り込むことが町齙です。 



Windowsでのサウンド機能 

ハードディスクにはWindowsの下で各*サウンド#能を角用するためのいくつかのブログ 

今ムがすでに*供されています0このブ〇グラムを利明していろいろな升ウンド嫌能を 

楽しむことができます。 

響又辯風凰 

麗晨 
L,_I 

以下のようなアブリケーシaンが提供されていますWinAw*でのSM»の«eaシスチム 

ファンクシ3ンキー（3章キーボーKの!R明をお»みTさい。）の代わりに以Tのアプリ 
ケーシaンの中のボリュームコントロールを«用してください。 

•再生中の耷量とステレオパランスを調®する、ボリュー厶コントロール 

•音声を&S* E*しファイルにSflする才ーディオレコーダ。WAV、AUDフォーマヮ 

卜のファイルをW生する微能tあります 
•各音声ソースの«音時の音*、パランスを謂*するレコーディングコントロール 

•再生畤の各音声ソースの音鼉、パランスを*整tるミキサ 

•より長咚«の»普を可能にするエクスチンデッドレ：ダ 

•各憧オーディオファイルを収納し管理できるオーオクリップ，イプサリ 

•おしゃべり鼇卓 

•おしゃべり時財 

•史綱を告げるチヤイム 

• 2つの音声アラームのついた才ーデイオリマインダ 

•おしやぺりストプブウtブ乎 

•»り呤Rを告げるおしゃべりタイマー 

サウンド機能をつかぅ 
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DOSでのサウンド機能 

ただしFMシン七サイザ«轮によるミュージワク演* A能は鑄$ません， 

また、プログラムのM時には以下のIRQ、DMA、W)ボートに投定3れていることをお 

»かめください0 

1|〇ポートアドレス： 220H 

IRQチYネル： 5 

DMAチヤネル： 3 

ご利阁になるブログラムによってはこのK1£を行えないものも 
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サウンド機能の再インストール 

すcすると最初のAudioDrWrのインストールB面になります0 

すでにインストール済みのサウンドドライバ、アプリケーシ3ンを変更す 
る.通常の便用においてはこの«轮を用いてK*の*更を行う必饔はあり 
ません. 

1, Windowsをスタートさせ、AixlioApplicaxiofuプログヲムループをfflけてください。 

2. Sclupfイコンをダブルクりフクしてください01たはこのアイコンを灞沢して< 

Emer>を押してください。 

最初のAudioDriv«セ7トアプブWffiが91れます。 

-を作成 

この作茶にaシステムから作成したバッ 

内するバフクアフブの作成を行って*4才 

してくだ5い♦ 

パフクアフブ搡作により作成された••才 

爆にWindows用のサウンドドヲイパとアブリケーシ3ンをJ 

トールすることができます。 

ドディスクに冉«<ンス 

■SETUPプログラムをスタートさせる 

HDDにWもサウンドドライバがインストールされていないとき 
I. WlfKtovvsをスタートさせ3す* 

1ブログラムマネージYのくアイコンIF) ><プrイル名を»定して実行〖R) >t 

6aサウンド機能をつかう 



lAudioDriveドライバとアブリケーシヨンのインストール 

11下に示すのがAudk>Driveセ7トアフプtt*です0 

Setup inslafls the Audio Applicationt and dnvct on ^ous computer 
&nd Keipt yoo deterrmnc Ihe cocved setlngt foi AudoOrivc 
Katcfcware 

Setup con lequiie thdt you retlaft Windom 

r Windows « HS-OOS applications, please If fou aie luvwiing o4hef1 
dos« them bdoce conlir dot€ the* I 

Choose (he 
completing 

Eb( button lo enl th«« «nlup pfogi^m belocc 
installdlion. 

Eipt 

::omimieをクリフクすればこの作*を«行，Exitやクリックすれば作貧を中止し" 

towsへ裙ります• 

この2つHのセットアッブB®では•一番上のポタンを押すとサウント4ドライバの 

卜*-ルを行うことができます（もしすでにドライパがインストールされているなら 

選沢してドライバを朗除し、WindowsをW了して再*スタートさせ 

呼びこのセ7トアップをスタートさせてください〉。2H目のボタンはサウンド• 

ケーシaンをインストールしますMB目のボタンで*在インストールされている’ 

ドドライバtWmdowsから朗險することがです： 



特別な必Sが*いかぎ1)このAulomMlcBoitfdConn纠f«ion :自動故定1を押してドライバ 

のインストールを行ってください。この自齡_を行うことでシステムの4*L«にあbせた 

DMAチャ本ル、I/Oチャネル、IRQE定にてインストルを行うことがで5ま十0 

CustomBwmJC伽fifunaicmを選択すると以下のようなS面が？Iれますが、シスナムではK 

inslattalion 

Remove Ihe AudioOfive dnvct Ivon your 
SfttM. 

Edit the Setup pcogian. 

サウンド嫌能の再インストール 6皋サウンドn能をつか5 
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定を*更して ません。waえてこのm曲を選択し 

《タンを押してこの®面からもとに 

次の■»ですでに外ウンドアプリケーシaンの組み込みが宅了しているならば.Resun 

Winderボタンを押してWindowを再スタートさせてください。まだの場合UlnMtUSoA- 

wireボタンを押してください〇 

■Software Installation 

SafhvwcIwuUwionボ，ンをクリックすると以下の以下のS面が我れ、サウンドアブリ 

ケーシ？ンプDグ汐厶をインストールすることができます，この爾面でサウンドアブリ 

ケーシaンブログラムを格«したいTYレクトリ名を*定することができますuシステム 

ではPCAUDIOデフオルトとして使用しています。袴に必*が*い限りこのディレクトリ 

名をtt用してください0デイレクトリ名が«定したらOKポタンを押してください。 

84 



サウンド费能の再インストール 

AudinDrive 

I install the AudioDnve lallw^ie m Ine followina 

If ikmi to inilall the in a different directory. Iyp« 
9hc Mme ol Ihe diiectoi，bekow. 

OK 

抵^したデイレクトりがまだff在していない場合は、SETUPブ〇グラムが自動的にデイレ 

クトリを作成します0 

サウンドアブリケーシaンプログラムが以«からシステム上に存在している場&•以下の 

ような画面が現れます。 

AudioDrtve 

Se4up K«s detected an ernhng ve 
soft¥NMe in Ihe dcsbndtwn diieclo 

wctuon ol Ihe AudMOrive <«， 
Choose Ihe Continue ballon M you mith to icmstall the soltw^re of 
if you won! lo update youf exuting inslolaiion. 

If you W4MtA lo inttall a i 
Change Directory buけo 

i copy of the sollwaie, choose Ihe 

その他のデイレクトリにこれらのファイルを烙«したい場合は、Channel)丨r«toryを選択し 

てください。Continueを還沢すると次のBEが現れます。 

サウンド蠢をつかう 
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したい場合は、CofnpleteInxtalUtkm 

Custom Imulbiiooを遘択すると、以下の两面力项れます。 



サウンド格^の再インストーJレ 

Audio App»lh：ation: ：i^tup 

；B _Audio Applications_ 

KHQHKl 
urn 

諮_ 
Audk) CSp Cabialc 

Ibi&y 

m m 
StOM^tch Timei 

m 
Enlended 
Recordet 

H 
Renrirder 

トレーシ；Iンが完了すると、 

ンが現れit* 

ttotrル 

ready. insert disk #2 and press OK Dutton 

けてください。これらのアプリケーシ，ンを91のデイレク 

QuingcDirrclaryを選択して*aのデイレクトリを指*してく 

れば*択したサウンドアブリケーシaンをインストールし 

以下の«面カャてきたら、••オーデイオアプリケーシaンデ 

格納したい場食は、 

6章サウンドIII能をつかぅ 
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オプションデバイスを装着する• 

•この簞では 

• SSHIRAMモジュール 

•外部キー;ff-ド.PS/2マウス 

•外SCRTモニタ 

•PCMCIA カード 

この*では上Eのオプションデバイスの酱鷥方法についてK明して 
い蒙す。 



拡張RAMモジュール 

.-夕は8MBのシステムメモリカ1コンビューダのマザーボード上に鍉 

»ます〇このはかに4MBのRAMガードを2抆または、J6MBRAM*- 

大40MBのメモリを»ることができます， 

■拡張RAMモジユールを*着する 

MAanHaililiiaNifll 

が出棗， 

ttttRAMモジ1ールt*着するには 

U拡張RAMエリアのふたを期けます。 

2>モジュールを注*深く Ittずつ*着します。 

3>狂張RAMエリアのふたをWめます。 

拭*RAMモジュールのR着後最初のパ7— オンを行ったときには，システムが以齣にK 

«していたRAMの容薰と現在の界量が一8しないため，圓面にエラーメ 7セージがS示 

されます。この場合は、<Ctrt>4<Alc>^<S>を押してシステムコンフfグレーシaンブログ 

ラムを砰び出Lてください。システムは自動的に現在のRAM容量を»み込み、K定を行 

いますので、ここでを押してその新しぃRAXTSlKlgをE懼させます。杯いr、内界 

は3章のR明をおRみくださいe 
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拡張RAMモジユー, 

B4MB鯊そジュール畜他のサイズのRAWそジュールと共に追加rる塌含は必ず 

4MBIK«RAMモジュールt上にして»•してください*下に«扇した場含U正しい〆 

モリ容量f得ることができなくなり寘す•ただし2枚の4MB鯊嫌flAWそジュールt« 

鷥する壩含にUこの限りではあり家せん6 

オプションデバイスを装萧する 
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外部キーボード 

mrBook Proコンピュータは外部キーボード用のコネクタを装著しています。PS，2用の 

キーボート’*置を*Rして使用することがでさます。また、外®キーボードを嬢#してい 

ても内*キーポードは屑畤に使用することがでさます〇 

■外部キーボードを檯«する 

この先に*C«にコンビュ•夕奢サスペンンK•レジュームから鑪歐し、霣灞を切ってください• 

コンビュータの背面の右■にある外部キーボードコネクタに、外®キーボードのケーブル 

t差し込みます- 

コンビユー，の電濉奢オンにしたときに外®年ーボードは〇動的にコンビュータにe*さ 

れiす- 

このn部キーポードコネクダに別充りのキーボード•マウス**アダプタを推«すると， 

PS«rrウスとps/2外部キーボードを问時に接«する;：とができるようになります。 

日本IBM««のキーボード•マウス摟鏟ァダプタをいになる場金には.キーポート- 

とマウスの赛示〆遂になるため. 年一求ードの麇赛捅にはマウスをマウスの畏示澜に 

はキーポ■ド畓摻鐮してください•（内#性様が遑うため） 

■外部PS/2マウスを接親する 

コンピュ^•夕の背*の右*にある、外*キーボードコネクタに外«キーポートv>代わりに 

マイクロソフトPS/2マウスを推«して使用することがでさます。 

コンビユータの電深をオンしたときにマイクロソフトPS/2マウスは白動的にコンビュー， 

にE*されます* 

nPS2▼ウスを■嬸このボ••►に接親した場含、内鼸ス爹ィックポインタは__ra 

±6れ、使えなくなります0，た外«キーボーK•マウスアダプタ皆使用してPMマ 

ウスを接餃した場金は.内麵スティックポインタとウスを問時にする;：と 

ができ*す• 



外部CRTモニタ 

外部CRTモニタを**するときは、外«CRTモニタのケーブルをコンビュータ背面にある 

外»CRTコネクタに接«してください。 

システムのシステムコンフイグレーシ3ンメニューの中のVGAのLCD^CRTti定がCRTま 

たはBOTHの場合は、コンビュー，の*#を人れることにより、自酌的にCRTにS示を行 

います。LCD校定になっている場合はシステムコンフイグレーシ3ンメニューにてLCD1 

たはBOTHの»定にしてください。眛しい«定の方法は5寧をおHみください。 

<Fn>xFI>キーを押すことにより、一時的に表示をLCCKOみ、CRTWみ、LCD CRTffl待 

に®り鬌える：：とができます。胖しくは3章をおRみください。 

州nBookProコンビュータのLCD间面表示だけでなく •外BVGAまたはマルチ 

のCRTを接«することにより、CRTにおいてt*示を行うことができ*す〇 

Win0001(Proコンピュータに*鞭、表示で4るCRTはVGA対応のCTH■および、VCJA対応 

のマルチ尚*RCRTTす。CKTのタイプによりWindowsで表示可皰なド•/卜Rが変化しf 

すcさらにWしい内容についてはAPPENDIX Bのユーテイリテイの項目をおRみくださ 

■CRTモニタを接«する 

7章オプションデバイスを装潘する 
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1C力ード（PCMCIAカード) 

■はじめに 

そデムカードなどはそのまま使Wできるようになっていますが、SRAMカードやATA力一 

ドは出費 状想ではでは使用で きないようになっています• これはSRAMカードやATA力一 

ドを « わないお* 橡のためにメモリをできるだけ広く 提供ナる という 考え方に基づいてい 

るためです3 

PCMCIA力ードをご使用になる方はCONFIG. SYSの内容をエディタを使って変更する必 

Bがあります• 

l?lV<X)NFTG. SYSの解皮については木体のHDDに霤3；込まれているWLADNflL TXTを 

おHみください。 

■PCMCIAについて 

PCMCIAは镌褥用パソ3ンなどに舲着して利明するK：カードを各懺»で共通に使明できる 

ように定められたにカードの規格ですsこの規格に»拠したメモリ•ハードディスク、モ 

デム、LAN力ードなど多くの力ードがR充されています。PCMCIAカードにはいくつかの 

華みに応じて«*が分れています。 

ProコンピュータにaPCMCIAタイプけたはタイプ2を2枚まで装着できiす, 

Ifい、タイブ3の力'-ドの場合は下Uのス〇ブトに一枚だけ*着できます。 

VV/hBoofrProコンビュータにはPCMCIAガードを«着して、使用するためのコントローラ 

回路と、上Cの力ードを»着するためのスロット**があります。 

B 翼なる钂路の1C力一Kt鶸舖と、雋«灼にシスチムに_馑を4九る》それがあり 

寘す*ソー乎ックの嫌*するPCMCIA灌鏞の力ート•奢必ずご使用くだ6い* 

■PCMCIA力ードの装着 

WV78oc^P/oコンピュータには、システムの動作中でもPCMCIA力—ドを麩»tることが 

できます。またソフトウエアドライバが自*的にそのカードtK識し，装着の®後からそ 

の目的に応じて使困することが可能でナ。 

PCMCUカードの麩着のしかたは、次のとおりです。 



1C カード{PCMCIA カー 

カードスロプトカバーを酮けます。 

希望するスロ7卜にicカードをゆっくり律人します。上のスロットの場&左飼、下のス 

〇フトの場合右鳎のカードイジ王クトボタンが*び出すまで奥に押し込みます。このとき 

のic力ードはイジxクトボタンとmじ(»1センチメール«度1外に出ます。 

Micカードは实金に酱鶄されたtt •でも.1センチメ ■•トル«外に用びwしてい寒す• 

觯*に押し込まないようにしてください• 

システムが動作中で正しくガード用ドライパが板み込まれていれぱ、力“ドを差し込んだ 

と$にビープ*が〗回鸚ゥてシステムがカードをc«il、動作の準供を完了したことを示 

します（このビ“ブ音はPMメニューにてBEEPERをオブにttSしていると*り2せ 

ん} 〇 

この後はa常どおりカードを使用することができます。 

■PCMCIA力ードの取り外し 

1Cカードを取り出すときにはそれぞれの»きたい1C力ードの人っているスロ 7卜のイジエ 

クトボタンを押し込みます。1CカードはIセンチメー トル«飛び出します。 

オブシヨンデパイスを装运する 

1Cカードを抜き取り、保管してください《 
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シスチムがtt動中、1Cカードをブログラムが使用中でなけれぱいつでも1Cカードを抜>取 

ることが可®です0力ードを抜き取ると、シスチムからビーブ音が2屈鳴り力ードがシス 

テムから抜i取られたことを知らせます（このビーブ舂はPMメニューにてBEEPERf•才 

フに校^していると鳴り1せん）《 

■ソフトウェアドライバインストール 

PCMCIAカードを正しく 用になるためには、正しく力ードをサボ^-卜するためのブロ 

グラム»が拉安されていなくてはなりません.APPENDIX Bをおaみください。 

PCMCIAカードソ7卜を手韆にインストールするためのソフトウェアが填!■されていま 

す♦シスナムから作成できるリファレンスディスクに.なソフトウェアが用意されてい 

ます〇 »しい及び1¢甲方法についてはAPPENDIXBューティリテ < の項目をお»Aく 
ださい。 



故障かな?と思った5 • 8 
參この樂では 
•トラブルとその対策 

ソーテックWnBook Proコンピュータをご便用中にrat_?_lと®われ 
るff状が起きた塌含、この輋をご確«ください。以下に13のtt状に 

ついての®因と対*%K明しますが.もしもWHが解決で#ない場 

合Uお貫い求めの*壳15かソ■テックテクニカルサボートセンタに 

ご榷R ください* 



トラブルとその対策 

■霣*スイッチを入れても動かない 

弩えられるWW 

裱«してく 

性の電気鲁丛をwenン七ントに*«して、 

動くかどうか福6Lてください，tし疋業に 
動けばACTダブターがflW章している可譫性が 
あります：そめ場分は*お買い求めの*免® 

にご相ください• 

い♦めの*壳店に 

■画面に何も表示されない、または、 

電aが入っていない• てく 
lームをRや十い位貴 

デイスプレイは、田囲のamなどのmi 

に；:つて，R示が霞わる特性がありま十•ム 

ラがあるのは故*ではあり，せん0 

HDDから立ち上がらな 

ードライブにフロッピーディ 

クが入っている。(A>NOSysrniRlrs 

システムデ/スタが！•人されていない， 



トラブルとその対策 

■押したキーと違う文字が*示される 

考えられる»因 封策 

CAPSロック1 NUM口 7ク、•カデキー 

などの七7ティングが两遵っている。 

各キ—i•日的の七7テイングにfrわせてくだ 

さい• 

■力ーソルが動かず画面が移動する 

対策 

SCRLC3プクを解除してください- 



tf筆 

コンセン}*玄たは-/ウグ1撺入してくださ 

V、 
佴かキーを押してくださいt七の坎»に嫛る 

はずです0省電カモードを使いたくないとき 

はレジ;ムまたはシステム3ン7 < グレー 

シaンを変更してくださVV 

財策 

ブリン，一の人れてく 

樓纊ケーブルを正しく 

入れ 

し動かない場合には* 霣*を人れfl:して 

Tさい• 

を再投入してくださいv 
9用キーボード•マウス得娥アグプ少をお农め 

のうえ變相してください、变た咨アダプタに 

はnwキーボード辱明授裱コ 
ウス専用褫孅コネクタがあり 

スはプウス*項裱縝ポートに】 

•マウス楗较ァダブタをお求め 

，くだ冬い。 



トラブルとその対策 

■充電表示用LEDが点灯しない 





こんなことをしたい 

•この章では 
•システム全体 

•画面明連 

ソーテックW/hBoo*Proコンピュータtご使用になる際の代表的な 

嫌作法明しています。 



ム全体 

Iスピーカの音置を明節したい 

• <Fn>^<F2>t押すと1R*«置がァツブLます。 

• dWcP3>を押すと〖段《ff*が下がります。 

Iスピーカから音が出ないようにしたい 

•<Fn>^<&c>を押して、PMメニューを呼び出してくださいc 

•ajtttroliサブメニューの項目で上下カーサ移動キーを押します0 

•Beeperの項目の左*にはチェ7クマークが5示されます 

• <&«01>を押します。 

•Beeperの左«のチiツクマーク、”は消えます， 

•<E*oを押します。 

•<PI0>を押します*• 

•<E*oi押しますa 

•<Pn>—cE*oを押す«の»面に戾り、完了です0 

パプテリ*置が少な 

Iサスペンド•レジューム機能を使いたい 

•<Pn>xEsoを押して，PMメニューを呼び出してください。 

•Controlsサブメニューの項目で上下カーサ移»キーを押します。 

•PtwcrSwiichの項日の右*に“Sii!pcfi^R«_c”と出ていれば、<Ek>を2目押して供了 

します0 

• Power Switchの*目の右®に•OivOfTと出ているときは<Emer>を押し、MSuspend> 

Resume”に®更します。 

•<E*c>を押します0 

•<FI0> を搏します。 

•<Fto^cHsof押す前の函面にRり、完了です。*#スイ7チを押してサスペンドする 

ことができるようになります， 

|サスペンド•レジューム機能を使いたくない 

前項のPower S篡ぅ||：11の表示を にMしてください• 

■CPUのスビードを遅くしたい（一時的） 

>争必を押してくださいn CPULEDがオレンジ色に点灯すればCPUの：®*は•時的に 

:することができますcもう 一*<Fn>tT>を押せば元の連*にHります。 
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システム全体 

■時刻•日付を修正したい 

•DOSコマンドによる方法とシステムコンフィグレーシ3ンによる修正方法があります。 

• |章の-Uンビュー少をス，ートさせる•の項目のDOSブ〇ンブトにおける日付.時釗の 

1¢¢をご* ください。 

•シスチムコンフYグレーシaンによる変更方法は5車の“DbU!、Time”の項目をご*く 

B星こんなことをしたい 
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画面関連 

■CRTとの同時*示をしたい 

•CRTを*«して*瀚を投人してください。キーボードから<Fh^f<in>を押すとCRT 

のみの表示に切り蒈わります。 

•もう一®<Fn>+<n>を押すとCRT’LCDの3吟表示に切り»わりますs 

•LCDの待つS示能力を«える解®*では1对時S示は行えません， 

•システムコンフィグレーシaンのにより、常に网時狡示を行うようにtることも町 

梅です♦ 5奉のSCU、VGAの項目をお«みください， 

■CRTとの同時表示をしたくない 

•キーボードから<Fn>〜cFl>t押してLCDのみのR承に切り»えiす》またシステムコン 

フィグレーシaンのにより、PII?表示を行うようにすることも出*ます。5章の 

SCU、VGAの項□$•おttみください♦ 



Appendix 

■ 



Appendix Aシステムの仕様 



Appendix Bユーテイリテイとドライバソフト 

システムのハードデ< xクドライブにはシ又テムをより快aに*用するためのいくつかの 

ブログラムフアイルが害き込まれています〇ここでaそのプログラムやドライパについて 

の使い方を说明しています6 



ディスプレイ関連 

■LCD画面での表示（J3DX‘100/C} 

J3DX4-10(VCa80CH600 K7卜の*解**カラーLCDを搭載しています0 WhuJowstt用時 

には800x600ドプトの表示を行うことができます。 

通貨のDOS/VまたはrBMPOATのプログラムは、640X480ドプト以下の解**で表示を行 

います0この％合LCD上にはSffiが中央に調整されて*示されています• 00の余った® 

分には表示されません• 

■Windows用ディスプレイドライバのインストール 

システムにはRにWindow*用デイスプレイド9イパが組み込まれています•なんらかの« 

合で再*ドライパをインストールする場含には以下■のように行ってください* 

ドライバのインストールをおこなうには2撇類の方法があります0 W等かのS由により、 

逢切なWfnBook Pro用のドライパ以外のものがKってインストールされてしまい、Wuh 

do的が正常に立ち上がらなくなってしまった場食は、"MS-DOS上でWindo嫌*セプトア7 

プを使う”方法をっかいます。HWiQdows ft MS-DOS 6.2/Vユーザーズガイド• O 

“Windowsの拡*とセプトアップ-の項目をお«みください0 

•Windowsディレクトリから以T■のように，イブします〇 

C: VWindowi>SBrUP>Enicf> 

•SifflにR示されるシスチム谓報のうち、上下の方向キーをつかってディスプレイ：の項 

目を反転表示にして<Emcr>キーを押してください。 

•上下の方阀キーを押して"♦WinBookP^xwxx*の*望するドライパを選択して<Eih 

let>キーを押します。 

デブ*ルトドライパは•WlnBoofcfV0 80〇»600、256色，16ド•/トシステムプ*ントで 

す《 

•もし上Eのドライパが見つからない場合はディスプレイドライバディ又クをドライブに 

セブトして、上下の方向キーをつかって•その億（ハードウiアメーカが提供するディ 

スタが必資〉” t選んで<Emcr>キーを押します。その上で希*する^WinBookPro 

xxwcxHドライバを遍択してください。 

WiwJowaが立ち上がる場仓には以下の方法を使ってください0 

• •メイン”グルーブのEndowsセフトアップアイコン”をダブルクリックしてくださ 

い0 

•<»定〉のく基本ハードウェァの**>をしてディスブレイの項目を上EとRじ方 

法で*沢してください。 

• WnBookPra<0邃切なドライバがftつからない場倉はディスプレイト•レイパディスクを 

ドクイブにセブトし、••その他（ハードウェアメーカカ货供するディスク•費〉•を 

遭んでOICをクリプケし、••その上で*望するIVInBoofcProfT)ドライパを遞択してくだ 



1Cカード関連 

■CardSoftインストール 

1C力ードを快適に使用していただくためにカードソフトをwtしています。システムには 

出*Ilfにカードソフトがインストールされていますが、SRAM力ードとATA力ード用のド 

ラYパはメモリのB約のため、口ードしないように设«してあります。SRAM力ード、 

ATAカードを*用される場合にはCONFIG. SYSファイルのデバイスドライバ分を*更す 

る必•がありますs 

CONFIG. SYSの内容はMS-DOSのEDITコマンドまたはWindowsのメモ帳などで«炫、 

変史力呵能です。ここではEDITコマンドを相用して变更する場合を示しています。 

M CONFIG.SYS €変更す豢埸合U、その«に必すバックアップファイルICCWIG.OO) 

m鼇お作りください*力ードソフトのCIWにWARNING メッセージが麇示されt 

すが，これUP戴でUありません0そのままお使いくだ？い§ 

C:V> CDVDOS <Enicf> 

C:V> DOSVEDIT<ENTER> 

CONHG.SYS内の文を下紀のとおり変更してください。 

出*時の故:* 

<<その他の行>> 

OEVIGE-C：¥DOSyEliimEXE RAM X=€Q0O-O7FF 

<<その他の»定行>> 

Dev I CE=C: ¥CARDSOFT¥SSC IRRUS. EXE 

DEVICE«C:¥CARDGQFT¥CS. EXE 

DEVICE式:#CAROSOFT¥CS^10C.EXE C:_DSCFT¥CS^10C. IHI 

ran OEVICE=C：¥C^DSOFTVATADRV.EXE 

『on DEYI CE«C: VCARDQOFTVSRAIORV.EXE 

DEVICES VC明DS3FTVCARDID. EXE 

SRAMカード、ATAカードを使用する場分はリマークをはずしてください〇 

<<その他のtt龙行>> 

DEVICES：¥D0SVEI«I386. EXE RAM X-00CO-07FF 

<<その他の»3：行:>> 

review 
oevi 

DEVI 

IC£=C 

IC£=C 

DEVICES 

DEVICES 

DCVIC£=C 

RRUS.EXE 

• EXE 

VCMDSOFTVCSALLOaEXE C:VCAROSOFT¥CSMXOa INI 

『•EXE <»ATAカード用ドライバ 

.EXE <=SIWWカード用ドライバ 

¥CMDSOFT>K^RDIO.EXE 

また、新たにデバイスドクイパをインストールしたい場合はリファレンスディスクをご活 

111 



この作_にはシステムから作成したバックアップディスケ7卜が0です。システム 

が富内するパックアップの作成费行つrリファレンスディスクを作成してから作蠢に 

eりかか，てください* 



パワーセーブ関連 

■POWER.EXE 

POWER.EXEはコンビュータの性能を*とさずに滴贄電力を低下5せるために取り決めら 

れた規格です。ソーチック_8〇〇*(内〇コンビュータはPOWHR£XEをサボートしていま 

す。すでに組み込まれていますが、MS-DOSのM*品をお使いになる場仓にも必ず 

POWER.EXEをCONFIG.SYSに®み込むことをおすすめいたしますc 

•MSDOSをインストールしてくださいw 

•CONFIG.SYSファイルの中に以下の一行を加えます。•D0SVと害いてあるのは 

POWER.EXEをコビーしたサブディレクトリパスを播定するためのものです0コピーし 

たパスをここで««してください6 

OEVI(X=C：¥DOSWKR.EXE 

•<CtrlVf<AICM<Dcl>を押して、MS-DOSのみ込みを行い、この組み込みを有®にし 

ます。 

■APM 

APM (Tドパンストパフーマ本ージメント >はコンビュータの性®を#とさずに淌費■力 

をfi下させるために®〇決められた規格です。ソーチックWinBMk Proコンビューダは 

AFMをサポートしています，Windowsをインストールされる場合には•カスタムセ7卜 

アップでインストールする•を*択し、システム情供の•コンピュータ，の項目が-Mふ 

DOS with APM-になるように還衣してください0雄なる"MS-DOS"狡定より、ァイドル 

時の大幅な消費電力のfi下を実現することがでさます。なお，ソーチック州nBook外dコ 

ンビュータにインストールWみのWindowsは“MS-DOSwithAPM”に故S?れています， 

■PMEXT.SYS 

このブ〇グ9ムはソーテックVVinBookfVoコンビ1ーダをご使用中にサスペンドレジュー 

ムを行ったときに発生する畤ftのずれを修正するための専用デバイスドサイパです， 

ソーテブクWlnSookfVoコンビ；l一，はシステムにはRに組み込まれていますがIすでに 

MS-DOSをお持ちの矯食はインストールを行ったのちに、このデバイスドライパを以下の 

ように組み込んでください。 

MS*DOSt fンストールしてください 

ディスクにコビーしてください。 

CONFIG.SYSファイルの中に以下の-行を加えます。“PATHTと書いてあるの， 

PMEXT.SYSをコビーしたサブデ/レクトリパスをJfr$するためのものです。コビー 

たパスをここで梅«してください。 

•<Clrt>4<AJt»<Dd>4"ffして，MS.DOSのみ込みを行い、この*み込みを衡功に 

ます。 
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•マウスアダプタ 
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茱徵等の入カモード 51 
裏M嫌«褰示 
3ント，スト1 

7**] IC * f ，へ _ rj 

■ ~ ■ 



全角入カモー 

データ書#込みをa止 

ディスクドライブ 36 

ディスプレイドパ 

，クニカルサポート 11 

テック亏ボートFAXシ■卜 
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霣深スイッチ 19.96 

霄力發■的する 59 

Mtkr> 106 

トグル年 一 46 

•#針 27,31 

ハート-ウェァ 3 

ハードディスク 3.36 

ディスクり出す 

一卜•を政蹵する ( 

発光ダイオード18 

パツテリ 63, ¢0 

パツテリで齡作存せる 58 

パVテリのM 59 

パッチリバ7ク 3.7,9.23.27,68,59 

バツ，リとりだしボタン 23 

パワーを節約 59 

パワーマネジメント 49, 71 



ユー，イリチイ109 

リセブト 33 

リセ'7トスイ•ノチ 19 

リチウム霣姑 27 

リチウムバッテリ B 

リブート 64 

リファレンスディスク 96 

Cache EnaM 69 

CAPSロブク 18,46 

CardSo* 111 

COM Port A 66 

00nWs 

CavBf S 

《コントロールサブメニュー} 

wtch acDii^twじた_のnor) 

71 

72 

CPU IB 

CPU Idla くCPUのアイトル攻定:• 74 

CRT 08.106 

<〇»1>+<灿>+<3> 40.65 

<Ori>+ <AII> + <D^> 33 

レジューム 6a101.104 

ローバッ爹リ 59 

a-マ芋入力 64 

口ーマ字入カモーK 52 

ACアダプタ 3.7.27,29 

ACコード 20 

AJnrmReturn.:鱗Witt：によ态レジューム> 

72 

<AM>+< 口ーマ字 > 52 

apm m 

Amo Suspend (才一トサスベンド） 74 

OAl^ 31 

0M 66 

DCINコネクタ 29 

DC入力 22 

D^iautts (デフオルトサブメニュー） 

<Dd> (デリート〉キー 44 

09^09 (デバイスサブメニュー》 

OiakatlB Drive 66 

Oisptay Mooe 69 

DOSプQンプト 6. 31 

69.75 

75 

<En®er> (エンター）キー 44 

Exit (酹了） 70 

Exit (鰭了节ブメニュー） 78 

(パ7クスペース〉キ 

《•/テリS置ft下） 

{スピーカのオン 

44 

72 

オフ〉 73. 

Boot Speed 

F1...F12 47 

FDD 20 

FDDアクセス Ifl 

Firs! Bod 66 

<Fn>+<E«> 49.71.104 

<Fn>+<T> 28.49.104 



PCMCIA 94 

PCMCIA カードのMfl 94 

PCMCIAカート•のBり出し 95 

PMEXT. SYS 113 

PowSavings (パワーセ■ブ） 71.113 

Pwm(電灕スインチ） 72 

PrafefBixw (プリファレンス，ブメニュー） 

67 

PMキーボード 25 

3.6インチ70ンビデ< スク 38 

466 2 
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